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こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

と
幼
稚
園
の
再
開
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
23
年
４
月

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

会　

長　

香
川　
　

敬

㈶
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

理
事
長　

田
中　

雅
道
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３
月
11
日
㈮
14
時
46
分
頃
に
三
陸
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の

巨
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
宮
城
県
栗
原
市
で
震

度
７
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃

木
県
で
震
度
６
強
な
ど
広
い
範
囲
で
強
い

揺
れ
を
観
測
し
ま
し
た
。

ま
た
、
太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
高
い
津

波
を
観
測
し
、
特
に
東
北
地
方
か
ら
関
東

地
方
の
太
平
洋
沿
岸
で
は
大
き
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

気
象
庁
は
こ
の
地
震
を
「
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
」
と
命
名
。
内
閣
で
は
４
月
１
日
、
今

回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ

に
伴
う
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
災
害

に
つ
い
て
は
、「
東
日
本
大
震
災
」
と
呼

称
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
る
死
亡
者
・
行
方
不
明

者
数
は
、
死
者
１
万
２
４
３
１
名
、
行
方

対
策
本
部
を
設
置
し
、
救
援
策
を
政
府
へ
要
望

対
策
本
部
を
設
置
し
、
救
援
策
を
政
府
へ
要
望

被
災
者
、
被
災
園
の
復
興
に
義
捐
金
の
協
力
を

被
災
者
、
被
災
園
の
復
興
に
義
捐
金
の
協
力
を

不
明
者
１
万
５
１
５
３
名
（
４
月
５
日
20

時
00
分
現
在
、
消
防
庁
・
警
察
庁
公
表
資

料
）。
全
日
私
幼
連
加
盟
園
で
は
、
園
児

57
人
（
岩
手
４
、
宮
城
50
、
福
島
３
）、

教
職
員
３
人
（
岩
手
１
、
宮
城
２
）
が
死

亡
、
園
児
16
人
（
岩
手
７
、
宮
城
９
）、

教
職
員
３
人
（
岩
手
２
、
宮
城
１
）
が
行

方
不
明
（
４
月
５
日
現
在
・
全
日
私
幼
連

調
べ
安
否
未
確
認
者
を
除
く
）。

施
設
被
害
は
16
都
道
県
で
６
９
５
園
。

う
ち
園
舎
の
全
壊
・
流
失
は
11
園
（
岩
手

１
、
宮
城
９
、
福
島
１
）。

私
立
幼
稚
園
に
空
前
の
被
害

東
日
本
大
震
災

地
震
の
概
要

【
１-

１
】
地
震
情
報
（
平
成
23
年
３
月

13
日
12
時
55
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
11
日
（
金
）

14
時
46
分
頃

●
震
源
：
三
陸
沖
、
深
さ
約
10
㎞
↓
24
㎞

特集①

▶
写
真
は
岩
手
県
陸
前
高
田
市
（
４
月
１
日
撮
影
）
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●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7.9
↓
8.8
↓
9.0
に
引
上
げ

【
１-
２
】
地
震
情
報
（
平
成
23
年
３
月

12
日
04
時
03
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
12
日
（
土
）

03
時
59
分
頃

●
震
源
：
中
越
地
方
深
さ
約
10
㎞

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.7（
暫

定
値
）

【
１-

３
】
地
震
情
報（
平
成
23
年
３
月
12

日
04
時
35
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
12
日
（
土
）

04
時
31
分
頃

●
震
源
：
中
越
地
方
深
さ
約
10
㎞

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.8

【
１-

４
】
地
震
情
報（
平
成
23
年
３
月
12

日
05
時
46
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
12
日
（
土
）

05
時
42
分
頃

●
震
源
：
中
越
地
方
深
さ
ご
く
浅
い

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.3

【
１-

５
】
地
震
情
報（
平
成
23
年
３
月
15

日
22
時
40
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
15
日
（
火
）

22
時
31
分
頃

●
震
源
：
静
岡
県
東
部
深
さ
約
10
㎞

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.0
↓
6.4

に
引
上
げ

【
１-
６
】
地
震
情
報（
平
成
23
年
３
月
19

日
19
時
05
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
19
日
（
土
）

18
時
56
分
頃

●
震
源
：
茨
城
県
北
部
深
さ
約
20
㎞

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.1

【
１-

７
】
地
震
情
報（
平
成
23
年
３
月
23

日
07
時
23
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
23
日
（
水
）

07
時
12
分
頃

●
震
源
：
福
島
県
浜
通
り
深
さ
ご
く
浅
い

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.0

【
１-

８
】
地
震
情
報（
平
成
23
年
３
月
23

日
07
時
45
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
23
日
（
水
）

07
時
36
分
頃

●
震
源
：
福
島
県
浜
通
り
深
さ
約
10
㎞

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.8

【
１-

９
】
地
震
情
報（
平
成
23
年
３
月
23

日
18
時
58
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
３
月
23
日
（
水
）

18
時
55
分
頃

●
震
源
：
福
島
県
浜
通
り
深
さ
約
10
㎞

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
4.7

【
１-

10
】
地
震
情
報
（
平
成
23
年
４
月

１
日
19
時
53
分
気
象
庁
発
表
）

●
発
生
日
時
：
平
成
23
年
４
月
１
日
（
金
）

19
時
49
分
頃

●
震
源
：
秋
田
県
内
陸
北
部
深
さ
約
10
㎞

●
地
震
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5.1

（文部科学省・報道発表）

東日本大震災
義捐金にご協力をお願いいたします

全日私幼連では東日本大震災の被害にあわれた子どもたち、保護者、幼稚園、
そして被災地のために義捐金活動を行なっております。

これまで皆さまからたくさんのご支援を賜わりましたことに対しまして心から御礼申しあげます。
被災者、被災園の復興に引き続き、皆さまから温かいご支援をよろしくお願い申しあげます。

募金方法等につきましては各都道府県私立幼稚園団体事務局へお問合せください。
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▼
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
、
東
北
地
方
・
関
東
地
方
の
太
平
洋

側
を
中
心
に
大
地
震
発
生
「
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
」（
震
度
７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
9.0
）。
同
時
刻
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
全
日
私
幼
連
理
事
会
開
催

中
。
会
場
で
も
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
、
安

全
確
保
の
た
め
時
間
を
繰
り
上
げ
て
散
会

▼
同
日
夜
、
全
日
私
幼
連
の
災
害
対
策
本

部
を
設
置
。
今
後
の
対
応
を
検
討
。
対
策

本
部
会
議
メ
ン
バ
ー
は
、
全
日
私
幼
連
正

副
会
長
、
総
務
委
員
長
、
専
務
理
事
、
事

務
局
長
、㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
、

全
日
私
幼
Ｐ
連
事
務
局
長
の
８
名

　
　
　
　
　
　

▼
03
時
59
分
長
野
県
北

部
で
震
度
６
強
の
地
震
発
生
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速

報
特
別
版
を
発
出
。

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
本
部
会
議

②
／
情
報
収
集
の
方
針
と

義
捐
金
活
動
の
展
開
を
決

定
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
郵
便
等

で
都
道
府
県
団
体
へ
義
捐

金
協
力
依
頼
文
書
、
お
見

舞
い
文
書
を
発
出
。
今
後

の
災
害
対
策
本
部
の
方
針

等
も
協
議
▼
文
科
省
濵
谷

幼
児
教
育
課
長
と
連
絡
、

今
後
の
対
応
等
を
協
議
▼

全
私
学
連
合
緊
急
臨
時
事

務
局
長
会
議
、
被
災
状
況

の
情
報
交
換
▼
青
森
、
山

形
、
群
馬
私
幼
か
ら
被
害

状
況
報
告
▼
全
日
私
幼
連

Ｈ
Ｐ
に
「
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
」
の
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
。

　
　
　
　
　
　

▼
災
害

対
策
本
部
会
議
③
／
情
報

収
集
の
具
体
的
な
方
法
を

検
討
▼
Ｊ
Ｋ
保
険
４
社
来
局
、
Ｊ
Ｋ
保
険

の
対
応
等
を
協
議
▼
濵
谷
幼
児
教
育
課
長

と
連
絡
、
情
報
交
換
、
文
科
省
発
出
文
書

（
計
画
停
電
、
生
徒
等
の
受
入
れ
）
の
情

報
提
供
▼
３
月
11
日
理
事
会
出
席
者
の
理

事
・
監
事
等
の
全
員
の
安
否
確
認
作
業
完

了
▼
災
害
対
策
打
合
会
①
▼
中
浦
正
音
総

務
委
員
長
か
ら
私
学
事
業
団
西
野
宏
明
総

務
部
長
へ
震
災
へ
の
早
期
対
応
の
申
し
入

れ
▼
全
日
私
幼
連
Ｈ
Ｐ
に
随
時
情
報
を
掲

載
▼
22
時
31
分
静
岡
県
東
部
で
震
度
６
強

の
地
震
発
生
。

　
　
　
　
　
　

▼
栃
木
、
新
潟
、
静
岡

私
幼
か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
山
梨
、
静
岡

私
幼
へ
被
害
状
況
確
認
▼
関
係
国
会
議
員

へ
要
望
活
動
▼
文
科
省
濵
谷
幼
児
教
育
課

長
と
打
合
せ
▼
文
科
省
私
学
行
政
課
、
私

学
助
成
課
、
私
学
共
済
室
と
連
絡
▼
災
害

対
策
打
合
会
②
▼
事
務
連
絡
（
義
捐
金
協

力
依
頼
の
補
足
）
を
発
出
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
全
私
学
連
合
・
緊
急

事
務
局
長
会
議
、
文
科
省
勝
野
頼
彦
私
学

行
政
課
長
、
斉
藤
同
課
補
佐
か
ら
状
況
説

明
・
情
報
交
換
、
私
学
事
業
団
西
野
総
務

部
長
、
高
橋
正
友
審
議
役
と
情
報
交
換
▼

全
日
私
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
常
任
委
員
会

（
３
月
30
日
）
延
期
の
連
絡
発
信
▼
文
科

省
へ
被
害
状
況
１
〜
３
報
送
信
▼
山
梨
私

３
月
11
日
・
金

３
月
12
日
・
土

３
月
14
日
・
月

３
月
15
日
・
火

３
月
16
日
・
水

３
月
17
日
・
木

災
害
対
策
本
部
事
務
日
誌



私幼時報／2011.4 ― 5 ―

幼
か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
文
科
省
と
情
報
交
換

▼
文
科
省
へ
被
害
状
況
４
〜
６
報
送
信
▼

関
係
国
会
議
員
と
情
報
交
換
▼
私
学
事
業

団
、
長
田
紀
久
子
理
事
、
谷
地
明
弘
融
資

課
長
と
情
報
交
換
▼
Ｈ
Ｐ
情
報
掲
示
板

「
私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
」
立
ち
上
げ
、

都
道
府
県
団
体
へ
周
知
▼
岩
手
、
栃
木
私

幼
か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
打
合
会
③

▼
「
私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
」
Ｕ
Ｒ
Ｌ

の
周
知

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
打
合
会
④

▼
福
島
県
私
幼
関
章
信
団
体
長
上
京
、
全

日
私
幼
連
勝
倉
総
務
課
長
と
東
京
駅
に
て

情
報
交
換

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
打
合
会
⑤

▼
事
務
局
に
て
情
報
収
集

　
　
　
　
　
　

▼
全
日
私
幼
連
Ｈ
Ｐ
に

「
私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
」
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

を
掲
載
し
再
周
知
▼
災
害
対
策
本
部
会
議

④
／
災
害
対
策
費
の
初
期
対
応
費
用
を
岩

手
、
宮
城
、
福
島
私
幼
へ
の
送
金
を
決
定

▼
岩
手
、
福
島
、
千
葉
私
幼
か
ら
被
害
状

況
報
告
▼
私
学
事
業
団
訪
問
、
河
田
禎
一

理
事
長
、
西
野
総
務
部
長
、
田
中
総
務
課

長
へ
私
立
幼
稚
園
の
課
題
を
要
望
▼
文
科

省
濵
谷
幼
児
教
育
課
長
と
私
立
幼
稚
園
の

課
題
を
検
討
▼
鈴
木
寛
文
科
副
大
臣
へ
要

望
書
を
提
出
。私
立
幼
稚
園
の
被
害
状
況
、

今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
▼
文

科
省
勝
野
私
学
行
政
課
長
と
打
合
せ
▼
文

科
省
、
私
学
事
業
団
、
国
会
、
全
日
私
幼

連
間
に
お
け
る
被
害
状
況
、
今
後
の
課
題

の
情
報
共
有
の
進
め
方
を
決
定
▼
文
科
省

へ
被
害
状
況
７
〜
９
報
送
信
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
本
部
会
議

⑤
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
、
現
状
報
告
の
発
出
を

決
定
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
発
信
（
お
見
舞
い
）

▼
全
私
学
連
合
事
務
局
長
会
議
／
文
科
省

勝
野
私
学
行
政
課
長
か
ら
状
況
説
明
、
各

学
校
種
の
被
災
状
況
及
び
各
団
体
の
対
応

状
況
等
情
報
交
換
、
拡
大
代
表
者
会
議
の

開
催
決
定
、
要
望
書
の
取
り
ま
と
め
方
針

を
検
討
▼
関
係
国
会
議
員
へ
要
望
▼
宮

城
、
茨
城
、
東
京
私
幼
か
ら
被
害
状
況
報

告
▼
文
科
省
へ
被
害
状
況
10
・
11
報
送
信

▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
北
海
道
、岩
手
、山
形
、

群
馬
私
幼
か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
関
係
国

会
議
員
へ
要
望
▼
都
道
府
県
私
幼
団
体
へ

被
害
状
況
報
告
①
発
信
▼
全
私
学
連
合
臨

時
事
務
局
長
会
議
、
全
私
学
連
合
要
望
活

動
報
告
▼
文
科
省
へ
被
害
状
況
12
・
13
報

送
信
▼
Ｈ
Ｐ
更
新

　
　
　
　
　
　

▼
福
島
私
幼
か
ら
被
害

状
況
報
告
▼
文
科
等
へ
私
立
幼
稚
園
の
課

題
①
発
信
▼
都
道
府
県
私
幼
団
体
へ
被
害

状
況
報
告
②
発
信
▼
文
科
省
へ
被
害
状
況

14
報
送
信

　
　
　
　
　
　

▼
被
災
し
た
私
幼
団
体

へ
の
支
援
物
資
（
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
）
を

調
達
▼
「
私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
」
Ｕ

Ｒ
Ｌ
の
周
知
▼
栃
木
私
幼
か
ら
被
害
状
況

報
告

　
　
　
　
　
　

▼
災
害
対
策
本
部
会
議

⑥
／
災
害
対
策
基
金
に
か
か
る
補
正
方

針
、
私
立
幼
稚
園
の
課
題
整
理
、
今
後
の

会
議
等
の
日
程
検
討
、
国
会
対
応
等
を
検

討
▼
文
科
省
へ
被
害
状
況
15
・
16
報
送
信

▼
文
科
等
へ
私
立
幼
稚
園
の
課
題
②
発
信

▼
関
係
国
会
議
員
へ
要
望
▼
「
私
立
幼
稚

園
緊
急
掲
示
板
」Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
周
知
▼
岩
手
、

福
島
私
幼
か
ら
被
害
状
況
報
告

　
　
　
　
　
　

▼
岩
手
、
宮
城
、
福
島

私
幼
か
ら
飲
料
水
の
調
達
依
頼
あ
り
、
飲

料
水
の
調
達
・
発
送
手
配
▼
宮
城
、
福
島

私
幼
か
ら
被
害
状
況
報
告
▼
関
係
国
会
議

員
へ
要
望
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
発
信
（
被
害
状

況
と
課
題
）
▼
岩
手
、
宮
城
、
福
島
私
幼

へ
詳
細
な
被
害
状
況
報
告
を
依
頼
▼
４
月

27
日
常
任
理
事
会
の
延
期
案
内
発
信
▼
災

害
積
立
金
３
千
万
円
の
取
り
崩
し
稟
議
を

常
任
理
事
会
構
成
員
へ
発
信
▼
全
私
学
連

合
拡
大
会
長
会
議
／
文
科
省
河
村
潤
子
私

学
部
長
、
小
山
私
学
助
成
課
長
よ
り
状
況

報
告
、各
学
校
種
の
被
害
状
況
情
報
交
換
、

全
私
学
連
合
と
し
て
の
対
応
協
議

３
月
18
日
・
金

３
月
19
日
・
土

３
月
20
日
・
日

３
月
21
日
・
月

３
月
22
日
・
火

３
月
23
日
・
水

３
月
24
日
・
木

３
月
25
日
・
金

３
月
26
日
・
土

３
月
28
日
・
月

３
月
29
日
・
火

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の
対
応

●
融
資
／
既
往
の
貸
付
（
園
舎
建
築
等
資

金
）
平
成
23
年
３
月
期
の
元
金
の
償
還
及

び
利
息
の
支
払
い
を
当
面
６
か
月
間
猶
予

●
加
入
者
証
／
氏
名
等
を
申
し
出
る
こ
と

で
医
療
機
関
に
お
け
る
受
診
可
能
。
被
災

し
た
場
合
、
保
険
医
療
機
関
、
保
険
薬
局

に
支
払
う
一
部
負
担
金
等
の
免
除

●
加
入
者
の
資
格
関
係
等
／
一
部
負
担
金

等
の
取
扱
い
、
各
種
書
類
の
提
出
期
限
、

掛
金
・
償
還
金
等
の
納
付
期
限
の
猶
予
特

例
措
置

●
被
災
し
た
年
金
受
給
権
者
へ
の
定
期

支
給
日
の
取
り
扱
い

●
宿
泊
施
設
（
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

を
除
く
15
施
設
）
を
被
災
加
入
者
（
家

族
を
含
む
）に
提
供
。
宿
泊
料
無
料（
食

事
代
は
実
費
負
担
）。

★
そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://www.shigaku.go.jp/g_hom
e.htm
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●
連
絡
網
、
給
油
体
制
の
復
旧

１
．
ガ
ソ
リ
ン
が
な
い
の
で
、
園
児
の
送

迎
が
で
き
な
い
。
早
く
ガ
ソ
リ
ン
を
輸

送
し
て
ほ
し
い

２
．
私
立
幼
稚
園
で
は
、
い
ま
だ
に
連
絡

が
と
れ
な
い
園
が
あ
る
の
で
、
電
話
、

ネ
ッ
ト
通
信
等
を
早
く
復
旧
し
て
ほ
し 

い
３
．
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
の
早
期
復

旧
を
し
て
ほ
し
い

●
被
災
し
た
園
児
・
保
護
者

１
．
被
災
し
、
他
地
域
へ
の
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
園
児
の
受
け
皿
を
早
急
に

対
応
し
て
ほ
し
い

２
．
避
難
先
で
私
立
幼
稚
園
に
入
園
し
た

場
合
、
入
園
料
、
保
育
料
等
の
負
担
を

ど
う
す
る
か

３
．
受
け
入
れ
側
の
私
立
幼
稚
園
が
入
園

料
、
保
育
料
等
を
減
免
し
た
場
合
に
、

受
け
入
れ
幼
稚
園
の
収
入
補
填
を
ど
う

す
る
か

４
．
被
災
し
た
園
児
に
対
す
る
就
園
支
援

を
ど
う
す
る
か

５
．
被
災
園
児
・
保
護
者
に
対
す
る
心
の

ケ
ア
を
ど
う
す
る
か

●
被
災
し
た
教
職
員

１
．
給
料
が
も
ら
え
な
い
（
理
事
長
、　

園
長
が
死
亡
又
は
不
明
の
場
合
）

２
．
保
険
証
を
紛
失
し
た
【
私
学
事
業
団

で
対
応
済
】

３
．
雇
用
保
険
失
業
給
付
の
申
請
が
で
き

な
い
（
理
事
長
、
園
長
が
死
亡
又
は
不

明
の
場
合
）

４
．
教
職
員
自
身
の
自
宅
が
被
災
し
て
い

る
。
幼
稚
園
の
復
興
と
同
時
に
は
厳
し

い
●
被
災
し
た
幼
稚
園

１
．
事
務
関
係
書
類
等
の
簡
素
化
を
し
て

ほ
し
い

２
．
建
物
の
安
全
性
を
検
査
し
て
ほ
し
い

３
．
私
立
幼
稚
園
は
経
営
基
盤
が
脆
弱
で

あ
る
が
、
復
興
の
た
め
に
は
多
額
の
資

金
が
必
要

４
．
町
自
体
が
消
滅
し
て
い
る
の
で
、
従

前
の
土
地
に
お
い
て
の
再
興
は
不
可
能

私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
て

か
ら
、
す
で
に
１
ヵ
月
以
上
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
設
置
者
や
園
長
、
教
職
員
の
先

生
方
等
が
避
難
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
な

お
連
絡
が
つ
か
な
い
幼
稚
園
が
あ
る
現
状

で
す
。

全
日
私
幼
連
、㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
、

全
日
私
幼
Ｐ
連
は
「
私
立
幼
稚
園
緊
急
掲

示
板
」を
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

http://dengon.kodom
ogam

annaka.jp/

私
立
幼
稚
園
緊
急
掲
示
板
で
は
、

①
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
全
国
か
ら
、
被

災
地
の
方
々
、
子
ど
も
た
ち
へ
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
書
き
込
め
ま
す
。

②
情
報
を
求
む
／
「
○
○
先
生
と
連
絡

が
取
れ
た
」
な
ど
、
被
災
地
の
方
々
の

情
報
が
書
き
込
め
ま
す
。

③
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
情
報
／
被
災

地
の
幼
稚
園
へ
「
○
○
○
」
を
送
り
た

い
（
支
援
提
案
）、
被
災
地
の
幼
稚
園

が
「
○
○
○
」
が
ほ
し
い
（
支
援
要

請
）
な
ど
、
被
災
地
の
幼
稚
園
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る

情
報
が
書
き
込
め
ま
す
。

こ
の
掲
示
板
を
見
て
、
少
し
で
も
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
増
え
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
被
災
地
の

方
々
、
子
ど
も
た
ち
に
力
を
送
れ
る
よ

う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
「
私
立
幼

稚
園
緊
急
掲
示
板
」
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
引
き
続
き
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

▼
私
学
へ
の
対
応
に
つ

い
て
文
科
省
と
協
議
▼
関
係
国
会
議
員
へ

要
望
▼
岩
手
、
宮
城
、
福
島
私
幼
へ
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
発
送
▼
岩
手
、
宮
城
、
福
島
、

茨
城
私
幼
へ
飲
料
水
の
発
送
手
配

　
　
　
　
　
　

▼
文
科
省
私
学
部
と
私

立
幼
稚
園
へ
の
対
応
を
相
談
▼
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
・
相
談
▼
関

係
国
会
議
員
へ
要
望
▼
濵
谷
幼
児
教
育
課

長
と
情
報
交
換
▼
文
科
省
学
校
健
康
教
育

課
吉
田
補
佐
と
相
談
▼
文
科
省
か
ら
の
通

知
に
つ
い
て
の
連
絡
を
発
出
（
都
道
府
県

団
体
、
都
道
府
県
学
事
等
）
▼
災
害
対
策

３
月
30
日
・
水

３
月
31
日
・
木

大
震
災
に
よ
る

考
え
ら
れ
る
課
題（
要
望
等
）

打
合
会
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
飲
料
水
の
発
出
、
考
え
ら

れ
る
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
▼
山
口
顧
問

来
局
、
被
災
私
立
幼
稚
園
の
会
計
処
理
な

ど
相
談
▼
全
私
学
連
合
と
し
て
の
対
応
を

相
談
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被
災
地
団
体
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

電
話
取
材
（
４
月
５
日
）

５
．
上
記
の
場
合
に
は
代
替
地
が
必
要

６
．
倒
壊
建
物
の
撤
去
費
用
が
必
要

７
．
園
舎
の
修
繕
費
用
が
必
要

８
．
仮
設
園
舎
が
必
要

９
．
経
営
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い

10
．
被
災
園
は
収
入
の
見
込
み
が
な
い
。

教
職
員
の
給
料
等
は
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い（
当
面
の
経
営
資
金
が
必
要
）

11
．
復
興
し
て
も
園
児
が
集
ま
る
か
不
安

12
．
学
校
法
人
の
財
産
処
分
の
特
例
は
な

い
か

13
．
学
校
法
人
立
以
外
の
幼
稚
園
で
あ
る

が
、
学
法
と
同
様
の
措
置
が
得
ら
れ
る

か
（
被
災
園
の
う
ち
、
宮
城
１
０
園
、

福
島
７
園
）

14
．
融
資
が
受
け
ら
れ
な
い
と
再
興
で
き

な
い

15
．
学
用
品
等
が
必
要

16
．
年
度
の
変
わ
り
目
の
た
め
、
様
々
な

混
乱
が
考
え
ら
れ
る

17
．
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興

セ
ン
タ
ー
で
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

18
．
任
意
の
損
害
保
険
に
加
入
し
て
い
る

園
も
あ
る
が
、
保
険
適
用
が
心
配

19
．
中
小
規
模
修
繕
に
係
る
助
成
：
被
災

し
た
施
設
に
つ
い
て
大
規
模
な
改
修
を

行
わ
ず
に
中
小
規
模
の
修
繕
（
ガ
ラ
ス

修
復
、
飛
散
防
止
措
置
、
ク
ロ
ス
張
替

等
）
で
早
期
開
園
が
可
能
と
な
る
園
へ

の
助
成
を
お
願
い
し
た
い

20
．
園
児
送
迎
用
バ
ス
、
備
品
等
の
購
入

資
金
に
係
る
助
成
等
：
地
震
・
津
波
に

よ
り
全
損
と
な
っ
た
園
児
送
迎
用
バ
ス

の
購
入
に
係
る
助
成
又
は
貸
与
の
あ
っ

せ
ん
を
お
願
い
し
た
い

21
．
同
上
：
災
害
に
よ
り
失
わ
れ
た
絵
本

な
ど
保
育
に
必
要
な
備
品
の
整
備
に
係

る
助
成
を
お
願
い
し
た
い

22
．
被
災
地
の
学
校
の
理
事
会
、
評
議
員

会
等
の
開
催
時
期
の
弾
力
化
が
必
要

23
．
年
度
替
わ
り
に
伴
う
諸
官
庁
へ
提
出

す
る
書
類
、
会
計
処
理
、
予
算
・
決
算

処
理
、
会
計
監
査
等
の
弾
力
化
が
必
要

●
福
島
原
発
関
連

１
．
幼
稚
園
そ
の
も
の
は
避
難
対
象
区
域

外
だ
が
、
園
児
が
自
主
的
に
避
難
し
て

い
る
た
め
園
児
が
急
減
す
る
見
通
し
で

心
配

２
．
幼
稚
園
が
避
難
対
象
区
域
の
た
め
、

再
開
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。

３
．
原
発
の
不
安
か
ら
、
避
難
し
て
い
る

園
児
が
お
り
、
入
園
予
定
者
の
取
り
消

し
も
出
て
い
る
。
今
後
の
運
営
費
が
必

要
。

 

（
４
月
１
日
現
在
の
内
容
で
す
）

こ
の
度
の
大
震
災
に
つ
き
ま
し
て
、

全
日
私
幼
連
災
害
対
策
本
部
の
き
め
細

や
か
な
ご
支
援
、
全
国
各
私
幼
連
の
お
見
舞
い
に
心
よ

り
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

岩
手
も
予
想
外
の
大
津
波
に
よ
る
沿
岸
部
の
被
災
状

況
は
目
を
覆
う
惨
事
で
す
。

皆
さ
ま
方
の
お
見
舞
い
、励
ま
し
を
心
の
支
え
と
し
、

こ
ど
も
を
ま
ん
中
笑
顔
の
早
期
復
旧
に
向
け
力
を
振
り

絞
り
ま
す
。
今
後
と
も
心
の
ご
支
援
、
お
力
添
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
岩
手
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
会
長
・
坂
本
洋
）

本
県
で
は
、
津
波
の
被
害
と
と
も
に

原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
避
難
生
活
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
屋
外
退

避
と
な
っ
て
お
る
幼
稚
園
関
係
者
も
い
て
、
事
故
が
終

息
す
る
ま
で
困
難
な
生
活
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
県
内
の
被
災
避
難
所
の
中
に
は
、
１
日
お

に
ぎ
り
ひ
と
つ
の
食
事
と
い
う
場
所
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
頂
戴
し
た
救
援
物
資
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
津
波
被
害
と
と
も
に
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
終

息
に
向
け
、
引
き
続
き
の
お
力
添
え
を
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
福
島
県
全
私
立
幼
稚
園
協
会
理
事
長
・
関
章
信
）

ま
だ
、
県
内
沿
岸
部
の
幼
稚
園
は
、

断
水
お
よ
び
停
電
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
園
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、
水
だ
け
で
も
届
け
た
い

と
い
う
思
い
で
、
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
運
転
し
、
各
園
に

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
が
足
り
な
く
、
そ
の
思
い
も

ま
ま
な
ら
な
い
現
状
で
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
心
強
い
応
援
の
お
電
話
、
救
援
物
資

を
頂
戴
し
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
被
災
さ
れ

た
方
々
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
引
き
続
き
の
お
力
添

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
宮
城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
理
事
長
・
村
山
十
五
）

岩
手

宮
城

福
島
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東
日
本
大
震
災
に
お
き
ま
し
て
、
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
被
災
者
の
皆
様
へ
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
11
日
に
発
生
し
た
大
震
災
時
、
私

は
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
全
日
私
幼

連
理
事
会
の
会
議
中
で
し
た
。
地
震
後
即

閉
会
と
な
り
通
信
・
交
通
網
の
遮
断
に

よ
っ
て
全
国
か
ら
御
出
席
の
先
生
方
に
は

大
変
な
御
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
申

し
あ
げ
ま
す
。
私
も
都
心
よ
り
、
４
時
間

の
徒
歩
帰
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

帰
宅
途
中
公
衆
電
話
に
て
、
よ
う
や
く
自

園
の
様
子
が
確
認
で
き
ま
し
た
。地
震
時
、

バ
ス
２
台
が
送
迎
の
運
行
中
で
あ
り
、
園

で
は
職
員
総
出
で
預
か
り
保
育
や
課
外
の

体
操
教
室
の
子
ど
も
た
ち
を
避
難
さ
せ
、

保
護
者
へ
引
き
渡
し
中
と
の
こ
と
で
し

困
難
に
向
き
合
う
力
を
育
て
よ
う

滑
川 

良
一

た
。
帰
宅
後
詳
し
く
話
を
聞
く
と
、
引
き

渡
し
が
完
了
し
た
の
は
午
後
６
時
前
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
加
え
て
職
員
の
帰
宅
方
法

に
つ
い
て
園
よ
り
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
送

迎
を
し
た
と
の
報
告
を
受
け
、
そ
の
後
の

帰
宅
を
心
配
致
し
ま
し
た
。
各
園
そ
れ
ぞ

れ
常
日
頃
の
訓
練
に
よ
り
、
適
切
な
判
断

を
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
一
度
災
害

時
の
対
応
を
職
員
一
同
で
再
確
認
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
未
曾
有
の
災
害
を
連
日
テ
レ
ビ
報

道
で
見
て
、
幼
い
な
が
ら
も
地
震
の
恐
怖

や
津
波
被
害
の
大
き
さ
に
心
を
痛
め
て
お

り
ま
す
。
困
難
に
遭
遇
し
た
時
そ
れ
を
受

け
と
め
、
向
き
合
っ
て
乗
り
越
え
て
い
く

力
を
将
来
子
ど
も
た
ち
が
持
て
る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
幼
児
期
に
多
く
を
体
験

視
点

し
て
感
性
、
知
性
を
養
う
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
子
ど
も
の
世
界
を

取
り
巻
く
身
近
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
友
だ

ち
と
の
い
ざ
こ
ざ
か
ら
人
と
の
か
か
わ
り

を
学
ん
だ
り
、
苦
手
な
こ
と
に
自
ら
取
り

組
ん
で
み
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど

が
大
切
な
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

自
園
で
は
年
長
の
三
学
期
に
な
る
と
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
り
ま
す
。
あ
る

年
、
球
技
が
苦
手
な
女
の
子
が
お
り
ま
し

た
。
活
動
当
初
尻
込
み
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
で
の
練
習
を
重
ね
る
う
ち
に

徐
々
に
動
き
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
よ

く
よ
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
「
み
ん
な
と

や
っ
て
み
た
ら
怖
く
な
か
っ
た
。
楽
し

か
っ
た
。」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
聞
き
私
は
、
年
長
の
三
学
期
迄
に

培
っ
て
き
た
ク
ラ
ス
の
仲
間
意
識
が
苦
手

な
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
し
、

乗
り
越
え
る
力
に
ア
シ
ス
ト
し
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
は
、
先
生
や
友
だ
ち
と
身
体
を

触
れ
合
い
な
が
ら
思
い
切
り
遊
ぶ
中
で
多

く
の
体
験
学
習
を
し
ま
す
。
私
た
ち
は
よ

り
多
く
の
原
体
験
や
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
を

常
に
よ
り
良
い
も
の
へ
と
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
他
者
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
と
、
人
を
気
づ
か
う
思
い
や
り
の
大

切
さ
や
、
自
分
以
外
の
他
者
が
ど
う
い
う

気
持
ち
で
い
る
の
か
、
ど
う
感
じ
て
い
る

の
か
を
考
え
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で

仲
間
意
識
が
よ
り
強
く
な
っ
て
き
ま
す
。

他
人
を
深
く
思
い
や
り
、
優
し
く
助
け
、

困
難
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
、
豊
か
な
幼

児
教
育
の
中
で
強
い
内
な
る
力
を
持
っ
た

子
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
皆

様
と
共
に
支
援
の
輪
を
広
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
全
日
私
幼
連
１
０
２
条
園
対
策
委
員
長
、

東
京
都
大
田
区
・
北
糀
谷
幼
稚
園
）
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全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

●
３
・ 
11
理
事
会

全
日
私
幼
連
の
理
事
会
が
３
月
11
日
、

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
理
事
会

構
成
員
57
人
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
中
浦
正
音
総
務
委
員
長
の
進
行
に
よ

り
、
香
川
敬
会
長
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
が
議
論
さ
れ
て
い
く
中

で
、
こ
れ
ま
で
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
設

立
さ
れ
て
き
た
私
立
幼
稚
園
の
更
な
る
充

実
に
努
め
、
全
日
私
幼
連
の
組
織
を
あ
げ

て
幼
児
教
育
の
意
義
・
必
要
性
を
訴
え
て

い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
の
後
、
審
議
に
入

り
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
武
田
正
廣
氏
（
秋
田
）
と

水
谷
豊
三
氏
（
大
阪
）
が
選
出
さ
れ
、
議

事
録
署
名
人
に
川
田
長
嗣
（
兵
庫
）、
永

瀬
浩
氏
（
鳥
取
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
文
科
省
の
濵
谷
浩
樹
幼

児
教
育
課
長
か
ら
幼
保
一
体
化
に
つ
い
て

最
新
の
行
政
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
事
で
は
報
告
案
件
と
し
て

本
年
度
の
会
務
運
営
に
つ
い
て
、
各
委
員

会
事
業
の
活
動
・
進
捗
状
況
が
各
委
員
長

か
ら
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

協
議
案
件
と
し
て
、
入
谷
幸
二
政
策
委
員

長
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
、
田
中
雅
道
理
事
長
か
ら
㈶
全

日
私
幼
研
究
機
構
の
公
益
法
人
移
行
に
関

し
て
説
明
提
案
が
あ
り
、
今
後
の
方
向
性

の
取
り
組
み
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〔
第
１
号
議
案
〕
平
成
22
年
度
補
正
予
算

案
が
上
程
さ
れ
、
中
浦
総
務
委
員
長
か
ら

本
年
度
の
主
な
収
入
に
つ
い
て
、
幼
保
一

体
化
問
題
に
つ
い
て
理
事
会
や
各
委
員
会

の
開
催
回
数
が
増
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
都

道
府
県
団
体
や
各
幼
稚
園
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
速

報
の
送
信
回
数
も
大
幅
に
増
え
た
事
に
よ

る
一
般
会
計
支
出
の
増
額
に
か
か
わ
る
補

正
案
、
ま
た
特
別
会
計
に
お
い
て
こ
ど
も

が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
か
か
わ

る
振
興
対
策
費
の
補
正
案
が
説
明
さ
れ
原

案
を
議
決
し
ま
し
た
。

〔
第
２
・
３
号
議
案
〕
平
成
23
年
度
事
業
計

画
案
の
説
明
中
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
が
発
生
し
、
会
場
で
も
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
一
時
中
断
し
、
そ
の
後
、
事
業
計
画

案
・
収
支
予
算
案
の
審
議
に
つ
い
て
は
、

事
前
送
付
資
料
を
も
っ
て
一
括
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
23
年
度
事
業
計
画
案
の
主
な
概
要

は
、
幼
児
教
育
を
国
家
戦
略
の
中
に
し
っ

か
り
と
位
置
づ
け
、
幼
児
教
育
へ
の
公
的

支
出
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
に
高
め
、
都

道
府
県
が
関
与
す
る
安
定
し
た
広
域
的
な

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機

構
の
充
実
発
展
に
寄
与
し
、
子
ど
も
の
育

ち
が
最
優
先
さ
れ
る
社
会
の
実
現
、
学
校

評
価
の
円
滑
な
推
進
、
幼
稚
園
の
教
育
力

会
議
中
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生

　

平
成
23
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
を
議
決

の
向
上
、
地
域
及
び
保
護
者
の
信
頼
に
応

え
る
私
立
幼
稚
園
を
目
指
す
も
の
で
す
。

平
成
23
年
度
・
収
支
予
算
案
は
、
活
動

方
針
に
基
づ
く
一
般
会
計
収
支
予
算
案
と

特
別
会
計
（
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
）
の
収
支
予
算
案
で
、
振
興
会

費
の
廃
止
に
伴
っ
て
全
日
私
幼
連
災
害
対

策
基
金
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

要
綱
を
一
部
改
正
し
、
特
別
会
計
か
ら
一

般
会
計
へ
と
移
行
す
る
も
の
で
す
。

最
後
に
、
監
事
の
芝
木
捷
子
氏
（
北
海

道
）
よ
り
、
組
織
と
し
て
の
懸
案
事
項
の

解
決
に
向
け
、
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
べ
き
と
の
所
見
が
述
べ
ら
れ
、
終

了
し
ま
し
た
。

 

（
調
査
広
報
委
員
・
前
田
元
照
）
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全
日
私
幼
連

平
成
23
年
度 

事
業
計
画
案

政
府
の「
幼
保
一
体
化
を
含
む
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
構
築
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
、
全
国
お
よ
そ
８
０
０
０
の

私
立
幼
稚
園
を
震
撼
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。
全
日
私
幼
連
で
は
、「
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
課
題
を
明
ら
か
に

し
な
が
ら
、
検
討
に
際
し
て
は
「
生
涯
学

習
の
基
点
と
し
て
の
幼
児
期
の
教
育
（
教

育
基
本
法
）、
並
び
に
、
幼
児
期
の
教
育

の
コ
ア
で
あ
る
『
義
務
教
育
及
び
そ
の
後

の
教
育
の
基
礎
を
培
う
幼
稚
園
教
育
』（
学

校
教
育
法
）
と
い
っ
た
位
置
付
け
を
教
育

法
体
系
上
に
堅
持
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の

考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
政
府
に
働
き
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

粘
り
強
く
主
張
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
に
は
平
成
23
年
度
政
府

予
算
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
私
立
幼
稚

園
に
対
す
る
経
常
費
助
成
費
補
助
、
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
補
助
と
も
に
前
年
度
を
上

回
り
、
ま
た
地
方
交
付
税
の
経
常
費
助
成

単
価
も
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
各
都
道

府
県
団
体
の
先
生
方
と
共
に
予
算
運
動
・

振
興
活
動
を
展
開
し
て
き
た
一
つ
の
成
果

で
あ
る
と
と
ら
え
て
お
り
ま
す
が
、
本
年

度
に
お
い
て
も
さ
ら
に
結
束
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。教

育
は
、
人
間
力
を
高
め
、
優
れ
た
社

会
の
担
い
手
を
育
む
役
割
を
も
果
た
し
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
生
涯
に
わ
た
る
人

格
形
成
の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
充
実

は
不
可
欠
で
す
。
私
た
ち
は
、
当
面
す
る

厳
し
い
現
実
は
率
直
に
認
め
な
が
ら
も
、

幼
児
教
育
を
重
視
し
て
い
こ
う
と
す
る
時

代
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
こ

れ
か
ら
も
、
地
域
に
お
け
る
幼
児
教
育
施

設
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、
社
会
の
要
請

に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
昨
年
、
全
日
私
幼
連
は
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
共
に
育
て
る
、
子
ど
も

を
真
ん
中
に
様
々
な
立
場
の
人
が
つ
な
が

る
、
そ
ん
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、「
こ

ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
へ

の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
幼
児
教
育

に
関
わ
る
全
国
の
関
係
諸
氏
に
ご
理
解
を

賜
り
、
ご
賛
同
を
得
な
が
ら
幅
広
い
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
の
よ
う
な
時
代
に
あ

っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
公
平
に
、
確

か
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
き
れ
る
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
政
治
の
課
題
で

あ
り
、
お
と
な
の
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
に
対
し
幼
児
期
か
ら
良

質
な
教
育
を
受
け
る
機
会
が
保
障
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
そ
の
た
め
の
条
件
と
し
て

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

『
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
に
つ
い
て
』『
子

ど
も
の
た
め
の
豊
か
な
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
』
そ
し
て
、『
幼
児
教
育
の
重
要
性

に
つ
い
て
』
広
く
社
会
に
訴
え
、
幼
児
教

育
の
振
興
発
展
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
私
た

ち
に
与
え
ら
れ
た
使
命
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
連
合
会
と
し
て
は
、
以

下
の
点
を
本
年
度
の
活
動
の
重
点
と
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

・
政
府
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
の
検
討
作
業
に
対
し
て
は
、
幼
児

教
育
重
視
を
国
家
戦
略
の
中
に
位
置
付

け
国
の
責
任
を
明
確
に
す
る
中
で
、
幼

児
教
育
へ
の
公
的
支
出
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
並
み
に
高
め
る
と
と
も
に
、
都
道
府

県
が
関
与
す
る
安
定
し
た
広
域
的
な
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け

る
。

・
㈶
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究

機
構
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
育
ち
が
最
優
先
さ
れ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

・
学
校
評
価
を
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
幼
稚
園
の
教
育
力
の
向
上
が
図

ら
れ
、
地
域
及
び
保
護
者
の
信
頼
に
応

え
る
私
立
幼
稚
園
を
目
指
す
。

　

な
お
、
会
務
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

広
く
会
員
の
意
見
を
踏
ま
え
開
か
れ
た
運

営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
私
立
幼
稚
園
の

充
実
・
発
展
を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
委
員
会

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
会
務
の
総
括
に
関
す
る
事
項

２
．
予
算
・
決
算
お
よ
び
会
計
そ
の
他
財

　

務
全
般
に
関
す
る
事
項

３
．
組
織
の
機
能
強
化
に
関
す
る
事
項

４
．
各
種
会
議
に
関
す
る
事
項

５
．
会
費
、
会
則
等
に
関
す
る
事
項

６
．
各
種
公
文
書
に
関
す
る
事
項

７
．
Ｊ
Ｋ
保
険
の
加
入
促
進

８
．
表
彰
に
関
す
る
事
項

９
．
事
務
局
に
関
す
る
事
項

10
．
全
日
私
幼
連
要
覧
の
作
成
・
発
行

11
．
災
害
積
立
基
金
に
関
す
る
事
項

12
．
㈶
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研

　

究
機
構
と
の
連
携
、
調
整
等
に
関
す
る

　

事
項

13
．
公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
す
る
事
項
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14
．
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事

　

項
政
策
委
員
会

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
関
す
る
事
項

⑴
公
費
助
成
・
補
助
に
関
す
る
事
項

⑵
地
方
自
治
体
に
お
け
る
諸
政
策
の
推

進
支
援
に
関
す
る
事
項

⑶
少
子
社
会
対
策
に
お
け
る
諸
政
策
に

関
す
る
事
項

⑷
関
係
省
庁
と
の
協
議
・
連
絡
に
関
す

る
事
項

⑸
議
員
連
盟
等
と
の
協
議
に
関
す
る
事

項

２
．
関
係
団
体
、
組
織
に
関
す
る
事
項

⑴
全
私
学
連
合
に
お
け
る
諸
活
動
に
関

す
る
事
項

⑵
全
日
本
私
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

に
関
す
る
事
項

⑶
財
界
団
体
等
と
の
政
策
協
議
に
関
す

る
事
項

３
．
事
業
な
ら
び
に
活
動
に
関
す
る
事
項

⑴
政
府
予
算
獲
得
運
動
に
関
す
る
事
項

⑵
都
道
府
県
政
策
担
当
者
会
議
の
企

画
・
実
施

⑶
国
に
お
け
る
審
議
会
等
各
種
委
員
会

の
情
報
収
集
等
に
関
す
る
事
項

⑷
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大
会
分
科

会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

〔
当
期
重
点
課
題
〕
／
⑴
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
へ
の
対
応
⑵
中

央
教
育
審
議
会
の
動
向
に
関
す
る
事
項
⑶

「
幼
児
教
育
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
関
す
る
事
項
⑷
「
次
世
代
育
成
支

援
対
策
推
進
法
」
に
関
す
る
事
項

教
育
研
究
委
員
会

【
具
体
的
活
動
内
容
】

教
育
研
究
委
員
会
の
事
業
は
、
㈶
全
日

本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
・
研

究
研
修
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
て
い

る
。
な
お
、
同
財
団
が
平
成
23
年
度
に
お

い
て
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

１
．
幼
児
教
育
に
か
か
わ
る
者
の
資
質
向

　

上
に
関
す
る
事
業

⑴
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の
完
全

実
施
に
向
け
た
事
業
の
企
画
・
検
討

⑵
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
に
伴
う
、

免
許
状
更
新
講
習
等
に
つ
い
て
の
企

画
・
検
討

⑶
平
成
24
・
25
年
度
「
教
育
研
究
課
題
」

の
検
討
・
作
成

⑷
教
員
の
養
成
課
程
の
動
向
に
関
す
る

対
応

⑸
「
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
の
実
施

⑹
全
国
研
究
研
修
の
推
進
／
①
全
国
研

究
研
修
担
当
者
会
議
の
開
催
②
地
区

教
育
研
修
大
会
の
実
施
③
各
都
道
府

県
団
体
に
お
け
る
研
修
リ
ー
ダ
ー
養

成
の
た
め
の
研
修
事
業
の
検
討
④
地

方
の
教
育
研
修
体
制
の
サ
ポ
ー
ト

⑺
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活
用
周

知
・
頒
布

⑻
優
秀
教
員
表
彰
者
制
度
の
実
施

２
．
当
財
団
が
取
り
組
む
幼
児
教
育
に
関 

　

す
る
調
査
及
び
研
究

⑴
乳
児
期
の
子
育
ち
環
境
の
あ
り
方
の

研
究

⑵
幼
児
教
育
実
践
事
例
研
究

⑶
５
歳
児
が
幼
稚
園
に
い
る
こ
と
の
意

味
を
考
え
る

⑷
幼
稚
園
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の

充
実
に
関
す
る
調
査
研
究

⑸
学
校
評
価

⑹
幼
保
小
連
携

３
．
幼
児
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
等
に

　

関
す
る
事
業　

⑴
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
と
協
力
し
、
私
立
幼
稚

園
教
諭
の
国
際
交
流
、
協
力
に
つ
い

て
研
究
を
行
な
う
。

⑵
我
が
国
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
充
実

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
文
部
科
学

省
等
の
協
力
を
得
て
海
外
に
お
け
る

小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
事
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情
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
紹
介
を

行
な
う
。

経
営
研
究
委
員
会

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
第
27
回
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大

　

会
（
熊
本
県
・
熊
本
市
）
の
企
画
実
施

２
．
私
立
幼
稚
園
の
経
営
実
態
調
査
の
実

　

施
と
報
告

３
．
少
子
化
に
伴
う
学
校
法
人
の
存
続
に

　

か
か
る
諸
問
題
の
検
討

４
．
次
世
代
を
担
う
後
継
者
育
成
へ
の
対

　

応
５
．
そ
の
他
、
経
営
に
関
す
る
事
案
に
適

　

宜
対
応
す
る

広
報
委
員
会

【
具
体
的
活
動
内
容
】

広
報
委
員
会
の
事
業
は
、
㈶
全
日
本
私

立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
・
調
査
広

報
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
同

財
団
が
平
成
23
年
度
に
お
い
て
予
定
し
て

い
る
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
振
興
活
動
に
か
か
る
広
報
活
動
に

つ
い
て
は
、
全
日
私
幼
連
広
報
委
員
会
で

実
施
し
て
い
く
。（
全
日
私
幼
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
活
動
及
び
私

幼
時
報
の
一
部
の
事
業
は
、
全
日
私
幼
連

独
自
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
）

１
．
幼
児
教
育
の
発
展
な
ら
び
に
家
庭
・

　

地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
に
関
す

　

る
広
報
活
動

⑴
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
の
発
行

⑵
賛
助
会
員
（
幼
児
の
保
護
者
等
）
の

加
入
促
進

⑶
私
幼
時
報
の
発
行

⑷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
活

動
⑸
調
査
の
実
施

⑹
幼
児
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
絵
本

の
顕
彰 

⑺
こ
ど
も
が 

ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
推
進
の
た
め
の
調
査
広
報
活
動

１
０
２
条
園
対
策
委
員
会

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
１
０
２
条
園
振
興
助
成
対
策
と
恒
久

　

的
補
助
策
の
推
進

２
．
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
対
応

３
．
幼
保
一
体
化
に
向
け
て
今
後
の
検
討

　

と
対
策

４
．
各
地
区
会
、
各
都
道
府
県
団
体
と
の

　

情
報
交
換
と
補
助
の
あ
り
方
に
つ
い
て

５
．
税
制
等
の
１
０
２
条
園
特
有
の
問
題

　

に
関
す
る
調
査
研
究

６
．
地
区
会
別
研
修
会
の
企
画
実
施

７
．
そ
の
他
、
１
０
２
条
園
に
関
す
る
事

　

項 

認
定
こ
ど
も
園
対
策
委
員
会

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
事
項

２
．
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討

　

会
議
へ
の
対
応

３
．
各
地
区
・
各
都
道
府
県
団
体
と
の
情

　

報
交
換
の
あ
り
方
に
関
す
る
事
項

４
．
研
修
会
の
企
画
・
実
施
に
関
す
る
事

　

項
こ
ど
も
が 

ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

企
画
推
進
会
議

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
普
及
促
進
事
業

⑴
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
普
及
活
動

（
各
種
研
修
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
な
ど
）

⑵
こ
ど
も
が　

ま
ん
な
か
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
た
普
及
活
動

⑶
広
報
物
を
活
用
し
た
普
及
活
動

⑷
そ
の
他

２
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
拡
大
事
業 

⑴
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の
募
集

⑵
協
賛
・
後
援
団
体
（
企
業
）
の
募
集

に
つ
い
て
検
討
す
る

⑶
各
地
区
並
び
に
各
都
道
府
県
私
幼
団

体
と
の
協
力
事
業
に
つ
い
て
検
討
す

る
⑷
そ
の
他

開発・販売 発売元

ネットワーク対応を強化！
会計・減価償却・給与・小口現金のシステム間の
連動機能の他、経営分析資料の提供を実現しました。

新  登  場 !!

経営分析参考資料
会計基準、減価償却、給与計算の各シス
テムで、経営に関わる参考資料が印刷
出来るようになりました！

ネットワーク
インターネットが使える環境なら、どこでも、チャッピー
をご使用頂けます。会計システムやデータが入っていない
チャッピーからでも、伝票入力や帳票印刷等を行えます
※事前設定およびシステム利用料が必要です。学校法人会計

2011年2月リリース予定
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科　　　目 平成 23年度予算額Ａ 平成 22年度予算額Ｂ （Ａ - Ｂ） 備　　　考
事業活動収支の部
①事業活動収入の部
１ 基 本 財 産 運 用 収 入 140 ,000 150 ,000 △ 10 ,000
基 本 財 産 運 用 収 入 140 ,000 150 ,000 △ 10 ,000 基本積立金・大河内・由田利息

２ 特 定 資 産 運 用 収 入 356 ,000 650 ,000 △ 294 ,000
特 定 資 産 運 用 収 入 356 ,000 650 ,000 △ 294 ,000 国際交流・財政運用・退職給付・災害金利息

３ 受 取 会 費 収 入 178 ,956 ,130 178 ,956 , 130 0
一 般 会 費 178 ,956 ,130 132 ,516 , 130 46 ,440 , 000 （会費 1園 12,000 円＋園児 70 円×平均園児数）加盟園数
振 興 会 費 0 46 ,440 ,000 △ 46 ,440 , 000 廃止

４ 事 業 収 入 14 ,000 ,000 17 ,940 , 000 △ 3 ,940 , 000
設 置 者・ 園 長 研 修 会 7,500 ,000 11 ,440 , 000 △ 3 ,940 , 000 研修会参加費
保 険 事 務 手 数 料 6,500 ,000 6 ,500 , 000 0

５ 受 取 補 助 金 等 収 入 16 ,000 ,000 18 ,931 , 000 △ 2 ,931 , 000
団 体 研 究 助 成 金 16 ,000 ,000 18 ,931 , 000 △ 2 ,931 , 000 研修福祉会より

６ 受 取 寄 付 金 収 入 6,300 ,000 6 ,300 , 000 0
寄 付 金 収 入 6,300 ,000 6 ,300 , 000 0 JK 保険広告料

７ 受 取 雑 収 入 520 ,000 520 ,000 0
受 取 利 息 20 ,000 20 ,000 0
そ の 他 500 ,000 500 ,000 0

８ 他 会 計 か ら の 繰 入 収 入 1,000 9 ,000 , 000 9 ,001 , 000 特別会計より繰入れ
９ 財 政運用積立預金取崩収入 0 20 ,000 ,000 △ 20 ,000 , 000
10 退 職 給付引当預金取崩収入 500 ,000 8 ,000 , 000 △ 7 ,500 , 000
11 災 害 積 立 預 金 取 崩 収 入 3,000 ,000 3 ,000 , 000 0

事 業 活 動 収 入 計 219 ,773 ,130 263 ,447 , 130 △ 25 ,674 , 000

②事業活動支出の部
１ 事 業 費 支 出 155 ,500 ,000 198 ,482 , 000 △ 42 ,982 , 000
① 総 務 関 係 事 業 費 70 ,000 ,000 71 ,900 , 000 △ 1 ,900 , 000
総 会 6,500 ,000 6 ,520 , 000 △ 20 ,000 会議費・旅費
理 事 会 7,000 ,000 10 ,500 , 000 △ 3 ,500 , 000 会議費・旅費 3回分
常 任 理 事 会 5,000 ,000 7 ,300 , 000 △ 2 ,300 , 000 会議費・旅費 4回分
団 体 長 会 2,500 ,000 2 ,500 , 000 0 会議費・旅費
監 事 会 750 ,000 500 ,000 250 ,000 会議費・旅費
総 務 委 員 会 2,300 ,000 3 ,300 , 000 △ 1 ,000 , 000 会議費・旅費
諸 会 議 費 6,000 ,000 6 ,000 , 000 0 会議費・旅費
全 私 連 1,100 ,000 1 ,100 , 000 0 分担金・全私学連合
Ｏ Ｍ Ｅ Ｐ 100 ,000 100 ,000 0 分担金
全 審 連 250 ,000 230 ,000 20 ,000 分担金・全国私立学校審議会連合会
表 彰 事 業 3,500 ,000 3 ,300 , 000 200 ,000 勤続表彰
出 張 費 2,000 ,000 2 ,000 , 000 0 旅費等
渉 外 費 500 ,000 700 ,000 △ 200 ,000
要 覧 事 業 2,000 ,000 5 ,450 , 000 △ 3 ,450 , 000 印刷費・発送費
地 区 活 動 事 業 16 ,000 ,000 15 ,900 , 000 100 ,000
奨 励 事 業 6,500 ,000 6 ,500 , 000 0 各都道府県に対する奨励金
組 織 強 化 費 8,000 ,000 0 8 ,000 , 000 各都道府県に対する強化金

② 政 策 関 係 事 業 46 ,000 ,000 6 ,000 , 000 40 ,000 , 000
政 策 委 員 会 4,500 ,000 3 ,300 , 000 1 ,200 , 000 会議費・旅費
都道府県政策担当者会議 3,500 ,000 2 ,700 , 000 800 ,000 会場費等
予 算 対 策 費 18 ,000 ,000 0 18 ,000 , 000
政 策 推 進 費 20 ,000 ,000 0 20 ,000 , 000

③ 教 育 研 究 関 係 事 業 200 ,000 200 ,000 0
教 育 研 究 委 員 会 200 ,000 200 ,000 0 会議費・旅費

④ 経 営 研 究 関 係 事 業 14 ,800 ,000 19 ,800 , 000 △ 5 ,000 , 000
経 営 研 究 委 員 会 2,300 ,000 2 ,300 , 000 0 会議費・旅費
設 置 者・ 園 長 研 修 会 9,500 ,000 13 ,200 , 000 △ 3 ,700 , 000 会場費等
経 営 実 態 調 査 3,000 ,000 2 ,800 , 000 200 ,000 調査費・印刷費
就 業 規 定 集 0 1 ,500 ,000 △ 1 ,500 , 000

⑤ 広 報 関 係 事 業 1,400 ,000 900 ,000 500 ,000
広 報 委 員 会 200 ,000 100 ,000 100 ,000 会議費・旅費
会 報 等 発 行 事 業 200 ,000 100 ,000 100 ,000
イ ン タ ー ネ ッ ト 事 業 1,000 ,000 700 ,000 300 ,000 ホームページの更新

⑥  102 条 園 関 係 事 業 2,300 ,000 2 ,300 , 000 0
102 条 園 対 策 委 員 会 1,300 ,000 1 ,300 , 000 0 会議費・旅費
都 道 府 県 代 表 者 会 議 1,000 ,000 1 ,000 , 000 0 会場費等

⑦ 認 定 こ ど も 園 関 係 事 業 1,300 ,000 1 ,300 , 000 0
認定こども園対策委員会 1,300 ,000 1 ,300 , 000 0 会議費・旅費

⑧ 団 体 教 育 研 究 関 係 事 業 16 ,500 ,000 19 ,381 , 000 △ 2 ,881 , 000
地 区 別 教 育 研 究 会 16 ,000 ,000 18 ,931 , 000 △ 2 ,931 , 000 財団へ繰入れ
全 日 私 幼 連 負 担 分 500 ,000 450 ,000 50 ,000 記念品代

⑨ 災 害 費 関 係 事 業 3,000 ,000 0 3 ,000 , 000
災 害 費 3,000 ,000 0 3 ,000 , 000 見舞金等

⑩ 私立幼稚園教育振興対策費 0 64 ,191 ,000 △ 64 ,191 , 000
振 興 活 動 費 0 49 ,341 ,000 △ 49 ,341 , 000
予 算・ 陳 情 活 動 費 0 1 ,200 ,000 △ 1 ,200 , 000
会 議 費 0 10 ,500 ,000 △ 10 ,500 , 000
印 刷 費 0 150 ,000 △ 150 ,000
災 害 費 0 3 ,000 ,000 △ 3 ,000 , 000

⑪ 地 方 予 算 対 策 等 補 助 費 0 12 ,510 ,000 △ 12 ,510 , 000
２ 管 理 費 支 出 48 ,950 ,000 53 ,600 , 000 △ 4 ,650 , 000
給 料 30 ,000 ,000 27 ,000 , 000 3 ,000 , 000
退 職 金 500 ,000 8 ,000 , 000 △ 7 ,500 , 000
福 利 厚 生 費 4,000 ,000 4 ,000 , 000 0
事 務 所 費 2,000 ,000 2 ,000 , 000 0 共益費・水道光熱費等
印 刷 費 400 ,000 250 ,000 150 ,000
消 耗 品 費 2,000 ,000 2 ,000 , 000 0
賃 借 料 2,300 ,000 2 ,300 , 000 0 PC 等リース代
通 信 費 2,700 ,000 3 ,500 , 000 △ 800 ,000 各種通信費・発送費
交 通 費 500 ,000 600 ,000 △ 100 ,000 都内交通費
租 税 公 課 費 2,000 ,000 1 ,500 , 000 500 ,000 事業税・消費税等
支 払 手 数 料 150 ,000 150 ,000 0 振込手数料
備 品 費 300 ,000 300 ,000 0
顧 問 料 1,600 ,000 1 ,500 , 000 100 ,000 弁護士・会計士
雑 費 500 ,000 500 ,000 0

３ 他 会 計 へ の 繰 出 支 出 10 ,000 ,000 25 ,700 , 000 △ 15 ,700 , 000
特 別 会 計 へ 繰 出 支 出 0 9 ,000 ,000 △ 9 ,000 , 000
こどもがまんなかPROJECTへ繰出支出 10 ,000 ,000 16 ,700 , 000 △ 6 ,700 , 000
４ 特 定 預 金 繰 入 支 出 3,500 ,000 3 ,134 , 680 365 ,320
財 政 運用積立預金繰入支出 0 0 0
退 職給付引当預金繰入支出 1,500 ,000 2 ,684 , 680 △ 1 ,184 , 680
キ ャ ンペーン預金繰入支出 0 0 0
災 害 積 立 預 金 繰 入 支 出 2,000 ,000 450 ,000 1 ,550 , 000

５ 予 備 費 支 出 1,823 ,130 1 ,697 , 450 125 ,680
事 業 活 動 支 出 計 219 ,773 ,130 282 ,614 , 130 △ 62 ,841 , 000
事 業 活 動 収 支 差 額 0 △ 19 ,167 ,000 19 ,167 , 000
当 期 収 支 差 額 0 △ 19 ,167 ,000 19 ,167 , 000
前 期 繰 越 収 支 差 額 34 ,025 ,749 44 ,853 , 176 △ 10 ,827 , 427
次 期 繰 越 収 支 差 額 34 ,025 ,749 25 ,686 , 176 8 ,339 , 573

※平成 22 年度当初予算額は一般会計に統合する平成 22 年度特別会計の当初予算額を加算している。

全日本私立幼稚園連合会　平成 23年度・一般会計収支予算書（案）
平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日

（単位：円）
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財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

★
３
・
10
第
15
回
評
議
員
会

３
月
10
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の

第
15
回
評
議
員
会
が
東
京
・
私
学
会
館
で

開
催
さ
れ
、
44
人
（
う
ち
委
任
状
出
席
14

人
）
の
評
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

田
中
雅
道
理
事
長
が
招
集
の
あ
い
さ
つ

を
行
な
っ
た
後
、
出
席
し
た
評
議
員
の
互

選
に
よ
り
、
西
谷
正
文
評
議
員
、
坪
井
久

也
評
議
員
を
議
長
に
選
任
。
議
長
が
定
足

数
を
確
認
し
、
開
会
を
宣
言
し
、
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

○
審
議
案
件

一
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件
／
議
事
録

署
名
人
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
関
章
信

評
議
員
、
橋
本
幸
雄
評
議
員
を
選
任
し
ま

し
た
。

二
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
23
年
度
事
業
計
画
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

四
、
平
成
23
年
度
収
支
予
算
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

五
、
公
益
法
人
移
行
の
件
／
公
益
法
人
移

行
に
つ
い
て
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

○
報
告
案
件

一
、
会
務
運
営
報
告
／
委
員
会
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

★
３
・
10
第
18
回
理
事
会

３
月
10
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の

第
18
回
理
事
会
が
東
京
・
私
学
会
館
で
開

催
さ
れ
、15
人
（
う
ち
委
任
状
出
席
４
人
）

の
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
田
中
雅
道
理

事
が
議
長
と
な
り
、審
議
に
移
り
ま
し
た
。

●
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
会
、
評
議
員
会

○
報
告
案
件　

一
、
会
務
運
営
報
告
／
委
員
会
委
員
長
、

か
ら
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

○
審
議
案
件

一
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件

議
事
録
署
名
人
は
、
全
員
一
致
を
も
っ

て
澤
田
豊
理
事
、
石
嶋
昇
理
事
を
選
任
し

ま
し
た
。

二
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
23
年
度
事
業
計
画
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

四
、
平
成
23
年
度
収
支
予
算
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

五
、
公
益
法
人
移
行
の
件
／
公
益
法
人
移

行
に
つ
い
て
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

六
、
賛
助
会
員
入
会
の
件
／
本
件
に
つ
い

て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
次
の
１
社
の
入
会

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
▼
新
賛
助
会
員
：

日
本
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
専
務
理
事
・
磐

城
博
司
）

平
成
23
年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
議
決

驚
く
べ
き
学
び
の
世
界
展

○
会
期
：
平
成
23
年
４
月
23
日
〜
７
月
31

日○
企
画
・
主
催
：
ワ
タ
リ
ウ
ム
美
術
館
、

子
ど
も
た
ち
の
１
０
０
の
言
葉
展
実
行
委

員
会
／
東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
３-

７-

６　

☎
０
３-

３
４
０
２-

３
０
０
１

offi  cial@
w
atarium

.co.jp
http://w

w
w
.w
atarium

.co.jp

▼
協
力
：
レ
ッ
ジ
ョ
・
チ
ル
ド
レ
ン
／

レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
市
▼
助
成
：
日

本
財
団
／
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
▼
後

援
：
イ
タ
リ
ア
大
使
館
▼
協
賛
：
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ス
マ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
／

ま
ち
の
保
育
園
▼
展
示
協
力
：
東
京
大

学
佐
藤
学
研
究
室
／
株
式
会
社
堀
内
カ

ラ
ー
／
三
菱
電
機
株
式
会
社
▼
監
修
：

佐
藤
学
（
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
教
授
）
▼
会
場
デ
ザ
イ
ン
：
平
田

晃
久
建
築
設
計
事
務
所
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公
益
法
人
認
定
に
向
け
、
会
費
制
度
、

会
計
方
針
、
制
度
規
約
の
見
直
し
等
を
検

討
・
実
施
し
、
会
員
に
広
く
周
知
す
る
。

ま
た
、
本
財
団
は
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
運
動
に
賛
同
し
、
そ

の
趣
旨
に
相
応
し
い
事
業
に
参
画
す
る
。

１
、
幼
児
教
育
に
か
か
わ
る
者
の
資
質
向

上
に
関
す
る
事
業

⑴
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の
完
全
実

施
に
向
け
た
事
業
の
企
画
・
検
討

・
本
財
団
が
作
成
し
た
「
私
立
幼
稚
園
・

学
校
評
価
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し
た
説
明
会

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
「
自
己
点
検
、
自
己
評
価
の
見
直
し
」

及
び
「
学
校
関
係
者
評
価
の
推
進
」
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

⑵
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
に
伴
う
、
免

許
状
更
新
講
習
等
に
つ
い
て
の
企
画
・

検
討

・
免
許
状
更
新
講
習
の
実
施

・
免
許
状
更
新
講
習
必
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
作
成
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
を
検
討
す

る
。

⑶
平
成
24
・
25
年
度
「
教
育
研
究
課
題
」

の
検
討
・
作
成

 

「
保
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
研
修
俯

瞰
図
」
を
も
と
に
し
て
、
主
題
設
定
の
理

由
や
研
究
の
て
が
か
り
を
示
し
、
且
つ
、

そ
の
分
野
に
沿
っ
た
具
体
的
な
「
分
科
会

テ
ー
マ
群
」
を
例
示
し
な
が
ら
作
成
す

る
。

⑷
教
員
の
養
成
課
程
の
動
向
に
関
す
る
対

応
・
教
員
の
養
成
課
程
６
年
制
（
修
士
）
等

に
つ
い
て
、
国
の
動
き
に
注
視
し
適
切
な

対
応
を
行
う

⑸
「
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
の
実
施

平
成
23
年
８
月
20
・
21
日
、
東
京
家
政

大
学
に
て
、
第
２
回
幼
児
教
育
実
践
学
会

を
実
施
す
る
（
実
践
と
研
究
の
連
携
一
本

化
の
検
討
）

⑹
全
国
研
究
研
修
の
推
進

①
全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議
の
開
催
／

各
都
道
府
県
に
お
け
る
教
育
研
究
担
当
者

の
た
め
の
研
修
会
を
実
施
す
る
。
②
地
区

教
育
研
修
大
会
の
実
施
／
各
地
区
に
お
い

て
、
地
区
教
育
研
修
大
会
を
実
施
す
る
。

③
各
都
道
府
県
団
体
に
お
け
る
研
修
リ
ー

ダ
ー
養
成
の
た
め
の
研
修
事
業
の
検
討
／

各
都
道
府
県
に
お
け
る
ベ
テ
ラ
ン
・
中
堅

教
員
を
研
修
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
養
成
す
る

た
め
の
研
修
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

（
免
許
状
更
新
講
習
講
師
の
育
成
を
含
め

た
検
討
を
行
う
）
④
地
方
の
教
育
研
修
体

制
の
サ
ポ
ー
ト
／
各
地
域
に
お
け
る
教
育

研
修
体
制
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

⑺
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活
用
周

知
・
頒
布

幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
伴
い
、

各
教
員
の
研
修
履
歴
等
が
残
せ
る
よ
う

「
保
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
研
修
俯
瞰

図
」に
も
と
づ
き
、「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

の
周
知
・
活
用
を
図
る
。

⑻
優
秀
教
員
表
彰
者
制
度
の
実
施

本
財
団
「
優
秀
教
員
表
彰
者
制
度
」
の

施
行
に
伴
い
、被
表
彰
者
の
選
定
を
行
う
。

２
、
当
財
団
が
取
り
組
む
幼
児
教
育
に
関

す
る
調
査
及
び
研
究

⑴
乳
児
期
の
子
育
ち
環
境
の
あ
り
方
の
研

究乳
児
も
含
め
た
小
学
校
入
学
前
の
子
ど

も
の
育
ち
に
と
っ
て
、
本
当
に
必
要
な
環

境
と
は
何
か
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
。（
乳

児
期
に
お
け
る
発
達
課
題
の
再
整
理
）

⑵
幼
児
教
育
実
践
事
例
研
究

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
に
お
い
て

長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
幼
児

教
育
の
実
践
研
究
な
ど
も
参
考
に
、
本
研

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

平
成
23
年
度

事
業
計
画
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究
機
構
研
究
研
修
委
員
会
が
指
定
し
た
研

究
（
テ
ー
マ
）
な
ど
を
中
心
と
し
た
教
育

内
容
・
方
法
に
つ
い
て
事
例
を
も
と
に
研

究
を
行
う
。

⑶
５
歳
児
が
幼
稚
園
に
い
る
こ
と
の
意
味

を
考
え
る

 

「
５
歳
児
が
最
年
長
で
あ
る
が
ゆ
え
に

育
つ
こ
と
」
に
つ
い
て
の
実
践
研
究
に
あ

た
っ
て
は
、
仮
説
を
た
て
て
検
討
を
行

う
。

⑷
幼
稚
園
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充

実
に
関
す
る
調
査
研
究

幼
稚
園
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充

実
に
関
し
、
関
係
機
関
と
協
力
し
個
別
の

指
導
計
画
の
立
案
等
に
つ
い
て
調
査
研
究

し
、
そ
の
周
知
に
努
め
る
。

⑸
学
校
評
価

私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の
あ

り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
、
自
己

点
検
・
評
価
及
び
学
校
関
係
者
評
価
の
推

進
を
図
り
、
第
三
者
評
価
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

⑹
幼
保
小
連
携

幼
保
小
連
携
の
推
進
の
た
め
の
支
援
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
。

３
、
幼
児
教
育
の
発
展
な
ら
び
に
家
庭
・

地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
に
関
す
る

広
報
活
動

⑴
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
の
発
行

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
が
、
子
ど

も
の
し
あ
わ
せ
を
願
う
親
と
先
生
の
ひ
ろ

ば
と
し
て
発
行
し
て
き
た
全
日
私
幼
連
Ｐ

Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
を
引
き
続
き
発
行
す
る
。

年
11
回
、
29
万
部
（
１
回
あ
た
り
）
発
行

予
定
。

⑵
賛
助
会
員
（
幼
児
の
保
護
者
等
）
の
加

入
促
進

賛
助
会
員
（
幼
児
の
保
護
者
等
）
の
加

入
促
進
に
努
め
る
。

⑶
私
幼
時
報
の
発
行

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
が
、
全
国

の
私
立
幼
稚
園
設
置
者
・
園
長
を
対
象
に

発
行
し
て
き
た
私
幼
時
報
に
つ
い
て
は
、

本
機
構
と
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
と

の
共
通
の
機
関
誌
と
位
置
づ
け
共
同
で
発

行
を
行
っ
て
い
く
。
年
12
回
、９
千
部（
１

回
あ
た
り
）
発
行
予
定
。

⑷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
活
動

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
幼
児
教

育
に
携
わ
る
者
、
子
育
て
中
の
保
護
者
な

ど
に
向
け
て
、
子
育
て
の
大
切
さ
や
尊
さ

を
訴
え
て
い
く
と
と
も
に
、
幼
児
教
育
に

か
か
わ
る
必
要
な
情
報
提
供
の
充
実
を
図

る
。

⑸
調
査
の
実
施

幼
児
教
育
に
関
す
る
調
査
を
必
要
に
応

じ
て
検
討
・
実
施
し
、
情
報
把
握
な
ら
び

に
広
報
啓
発
活
動
を
行
な
う
。

⑹
幼
児
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
絵
本
の

顕
彰

幼
児
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
絵
本
を

選
定
し
表
彰
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
・

実
施
し
、
広
報
啓
発
活
動
を
行
な
う
。

⑺
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

推
進
の
た
め
の
広
報
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
、
私
幼
時
報
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
こ
ど
も
が
ま

ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
推
進
の
た
め
の

調
査
広
報
活
動
を
行
な
う
。

４
、
幼
児
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
等
に

関
す
る
事
業

⑴
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
等
と
協
力
し
、
私
立
幼
稚
園

教
諭
の
国
際
交
流
、
協
力
に
つ
い
て
研

究
を
行
う
。

⑵
我
が
国
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
充
実
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
等

の
協
力
を
得
て
海
外
に
お
け
る
小
学
校

入
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
事
情
に
つ
い

て
調
査
し
、
そ
の
紹
介
を
行
う
。

５
、
本
財
団
の
組
織
・
運
営
に
関
す
る
事

項⑴
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

⑵
事
務
局
体
制
の
強
化
・
充
実
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科　　目 平成 23 年度予算額A 平成 22 年度予算額B 差　異 備　　考
Ⅰ　事業活動収支の部
①　事業活動収入の部
１ 基 本 財 産 運 用 収 入 1,247 ,022 1 ,247 , 022 0
基 本 財 産 運 用 収 入 1,247 ,022 1 ,247 , 022 0
運 用 財 産 運 用 収 入 0 0 0

２ 会 費 収 入 68 ,000 ,000 68 ,500 , 000 △ 500 ,000
正 会 員 会 費 収 入 0 0 0
賛 助 会 員 会 費 収 入 68 ,000 ,000 68 ,500 , 000 △ 500 ,000 企業・保護者等

３ 事 業 収 入 32 ,400 ,000 38 ,178 , 000 △ 5 ,778 , 000
全国研究研修担当者会議収入 1,800 ,000 1 ,200 , 000 600 ,000 研修会参加費
教員免許更新講習受講料収入 30 ,000 ,000 33 ,183 , 000 △ 3 ,183 , 000 4000 人
幼稚園における学校評価の推進に係る調査研究事業収入 0 3 ,060 , 000 △ 3 ,060 , 000
幼児教育研究実践学会収入 600 ,000 735 ,000 △ 135 ,000 150 人

４ 補 助 金 収 入 59 ,000 ,000 61 ,931 , 000 △ 2 ,931 , 000
日 宝 協 助 成 金 等 収 入 43 ,000 ,000 43 ,000 , 000 0
地区別研修会助成金収入 0 18 ,931 ,000 △ 18 ,931 , 000 全日私幼連より
全日私幼連助成金収入 16 ,000 ,000 0 16 ,000 , 000 地区別研修会

５ 寄 付 金 収 入 100 ,000 0 100 ,000
寄 付 金 収 入 100 ,000 0 100 ,000

６ 雑 収 入 4,060 ,000 10 ,820 , 000 △ 6 ,760 , 000
受 取 利 息 収 入 60 ,000 50 ,000 10 ,000
退 職 金 預 金 収 入 0 6 ,770 ,000 △ 6 ,770 , 000
そ の 他 収 入 4,000 ,000 4 ,000 , 000 0

事 業 活 動 収 入 計 164 ,807 ,022 180 ,676 , 022 △ 15 ,869 , 000

②　事業活動支出の部
１ 事 業 費 143 ,679 ,800 193 ,222 , 800 △ 49 ,543 , 000
資 質 向 上 事 業 支 出 44 ,300 ,000 58 ,091 , 000 △ 13 ,791 , 000
地 区 別 研 修 会 助 成 16 ,000 ,000 18 ,931 , 000 △ 2 ,931 , 000 会場費・印刷費等
全国研究研修担当者会議 4,300 ,000 4 ,100 , 000 200 ,000 会議・旅費等
教員免許更新講習事業費 24 ,000 ,000 32 ,000 , 000 △ 8 ,000 , 000 会場費・印刷費・講師料・通信費等
幼稚園における学校評価の推進に係る調査研究事業 0 3 ,060 , 000 △ 3 ,060 , 000
調 査 研 究 事 業 費 支 出 5,000 ,000 3 ,000 , 000 2 ,000 , 000
幼稚園における調査研究事業 3,000 ,000 0 3 ,000 , 000
幼児教育研究実践学会事業 1,500 ,000 2 ,500 , 000 △ 1 ,000 , 000 会議・旅費等
紀 要 費 500 ,000 500 ,000 0

家庭・地域教育力向上事業費支出 61 ,000 ,000 66 ,676 , 000 △ 5 ,676 , 000
情 報 誌 発 行 59 ,000 ,000 63 ,676 , 000 △ 4 ,676 , 000 私幼時報・PTAしんぶん発行
家庭教育力向上事業 2,000 ,000 3 ,000 , 000 △ 1 ,000 , 000 絵本大賞・ホームページ
国 際 交 流 事 業 費 支 出 2,000 ,000 1 ,000 , 000 1 ,000 , 000

OECDセミナー（海外シンポジュームセミナーの協力） 1 , 000 , 000 1 ,000 , 000 0
国 際 交 流 事 業 1,000 ,000 0 1 ,000 , 000

委員会開催事業費支出 8,000 ,000 9 ,200 , 000 △ 1 ,200 , 000
研 究 研 修 委 員 会 5,000 ,000 5 ,500 , 000 △ 500 ,000 会議・旅費等
調 査 広 報 委 員 会 3,000 ,000 3 ,700 , 000 △ 700 ,000 会議・旅費等

こどもがまんなかプロジェクト事業費支出 0 32 ,000 , 000 △ 32 ,000 , 000
事 業 関 係 人 件 費 支 出 22 ,683 ,000 22 ,403 , 000 280 ,000
事 業 関 係 事 務 費 支 出 696 ,800 852 ,800 △ 156 ,000

２ 管 理 費 20 ,420 ,200 22 ,944 , 200 △ 2 ,524 , 000 .
総 務 費 支 出 8,500 ,000 11 ,100 , 000 △ 2 ,600 , 000
理 事 会 2,000 ,000 2 ,300 , 000 △ 300 ,000 会議・旅費等 2回分
評 議 員 会 4,000 ,000 5 ,000 , 000 △ 1 ,000 , 000 会議・旅費等 2回分
監 事 会 500 ,000 300 ,000 200 ,000 会議・旅費等 2回分
諸 会 議 費 2,000 ,000 3 ,500 , 000 △ 1 ,500 , 000 会議・旅費等
人 件 費 支 出 10 ,117 ,000 10 ,397 , 000 △ 280 ,000
事 務 費 支 出 1,803 ,200 1 ,447 , 200 356 ,000 申請手数料含む

事 業 活 動 支 出 計 164 ,100 ,000 216 ,167 , 000 △ 52 ,067 , 000
事 業 活 動 収 支 差 額 707 ,022 △ 35 ,490 , 978 36 ,198 , 000
Ⅱ　投資活動収支の部
①　投資活動収入の部
投 資 活 動 収 入 計 0 0 0
②　投資活動支出の部
１ 特 定 資 産 繰 入 支 出 680 ,000 9 ,412 , 000 △ 8 ,732 , 000
退職給付引当資産繰入支出 680 ,000 9 ,412 , 000 △ 8 ,732 , 000
有 価 証 券 購 入 支 出 0 0 0

投 資 活 動 支 出 計 680 ,000 9 ,412 , 000 △ 8 ,732 , 000
投 資 活 動 収 支 差 額 △ 680 ,000 △ 9 ,412 , 000 △ 8 ,732 , 000
Ⅲ　予備費支出 27 ,022 197 ,022 △ 170 ,000
当 期 収 支 差 額 0 △ 45 ,100 ,000 45 ,100 , 000
前 期 繰 越 収 支 差 額 68 ,246 ,832 113 ,346 , 832 △ 45 ,100 , 000
次 期 繰 越 収 支 差 額 68 ,246 ,832 68 ,246 , 832 0

㈶全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
平成 23年度・収支予算書

平成 23 年４月１日～平成 24 年 3 月 31 日
（単位：円）
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財団法人全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

第２回幼児教育実践学会の会場が変わりました

会場：学校法人追手門学院　追手門学院小学校

〒540 － 0008　大阪市中央区大手前１－３－ 20

。

。

。

す
で
に
ご
案
内
し
て
お
り
ま
し
た
本
財

団
の
「
第
２
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
の

会
場
は
東
京
都
内
の
停
電
及
び
節
電
の
た

め
、
東
京
家
政
大
学
か
ら
大
阪
市
・
追
手

門
学
院
小
学
校
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
開
催
日
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

◎
第
２
回
幼
児
教
育
実
践
学
会

■
期
間
：
平
成
23
年
８
月
20
日
（
土
）・

21
日
（
日
）

■
会
場
：
学
校
法
人
追
手
門
学
院　

追
手

門
学
院
小
学
校
（
大
阪
府
大
阪
市
中
央
区

大
手
前
１‒

３‒

20
）

■
お
問
い
合
わ
せ
：
㈶
全
日
私
幼
研
究

機
構
／
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
４‒

２

‒

25　

私
学
会
館
別
館
４
階

電
話
：
０
３
（
３
２
３
７
）
１
０
８
０

m
ail

：info@
youchien-kikou.com
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㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
で
は
、
平
成
22

年
度
、
全
国
の
私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児

の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
「
第
２
回
よ
う

ち
え
ん
絵
本
大
賞
〜
全
国
の
私
立
幼
稚
園

の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
選
ん
だ
絵
本
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
大
好
き
な

絵
本
」「
わ
が
子
に
読
み
聞
か
せ
た
い
絵

本
」「
わ
が
子
が
喜
ん
で
い
る
絵
本
」
を

選
考
基
準
に
投
票
を
行
な
っ
た
結
果
、
約

１
８
０
０
０
人
の
保
護
者
の
皆
様
か
ら
投

票
を
い
た
だ
き
、
左
記
の
と
お
り
第
２
回

目
の
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

投
票
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。第

２
回
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
表
彰
要

綱
に
基
づ
き
、
上
位
５
冊
を
大
賞
、
６
〜

10
位
を
準
大
賞
、
11
位
〜
20
位
は
書
名
を

公
表
と
し
て
い
ま
す
。

（
調
査
広
報
委
員
長
・
坂
本
洋
）

第２回

ようちえん絵本大賞
全国の私立幼稚園の

お父さん・お母さんが選んだ絵本

大賞・準大賞が決定

順位  絵本の名前、作者名、出版社名 

大
賞 

ぐりとぐら
中川李枝子／文　大村百合子／絵　出版社／福音館書店

はらぺこあおむし
エリック・カール／作　もりひさし／訳　出版社／偕成社

ちょっとだけ
瀧村有子／作　鈴木永子／絵　出版社／福音館書店

はじめてのおつかい
筒井頼子／作　林明子／絵　出版社／福音館書店

しろくまちゃんのほっとけーき
わかやまけん／作 もりひさし／作 わだよしおみ／作 出版社／こぐま社

準
大
賞

からすのパンやさん
かこさとし／作　出版社／偕成社

１００かいだてのいえ
いわいとしお／作　出版社／偕成社

そらまめくんのベッド
なかやみわ／作・絵　出版社／福音館書店

ぐるんぱのようちえん
西内ミナミ／作　堀内誠一／絵　出版社／福音館書店

どうぞのいす
香山美子／作　柿本幸造／絵　出版社／ひさかたチャイルド

11
位
〜
20
位

くれよんのくろくん
なかや みわ（作・絵）／童心社

おまえうまそうだな
宮西　達也（作・絵）／ポプラ社

うずらちゃんのかくれんぼ
きもとももこ（作）／福音館書店

こんとあき
林 明子（作・絵）／福音館書店

バムとケロのおかいもの
島田ゆか（作・絵）／文溪堂

１００万回生きたねこ
佐野洋子（作・絵）／講談社

きんぎょがにげた
五味太郎（作）／福音館書店

おばけのてんぷら
せな　けいこ（作・絵）／ポプラ社

わたしのワンピース
にしまき　かやこ（作）／こぐま社

よるくま
酒井駒子（作）／偕成社

「
第
２
回
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
」選
定
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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文
部
科
学
省
だ
よ
り

文
部
科
学
省
で
は
、
先
般
、
各
都
道
府

県
を
通
じ
て
行
っ
た
「
平
成
22
年
度
幼
児

教
育
実
態
調
査
（
平
成
22
年
５
月
１
日
現

在
）」
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
結
果
の
概
要
は
以
下
の
通

り
で
す
。（
詳
細
は
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

⑴
幼
稚
園
設
置
市
町
村
に
お
け
る
公
私
立

幼
稚
園
の
設
置
状
況

幼
稚
園
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町
村
に

お
け
る
公
私
の
割
合
は
、
公
立
・
私
立
と

も
に
設
置
し
て
い
る
市
町
村
が
５
２
９
団

体
（
37
・
６
％
）
と
最
も
多
く
、
公
立
の

み
設
置
し
て
い
る
市
町
村
が
３
７
０
団
体

（
26
・
３
％
）、
私
立
の
み
設
置
し
て
い
る

市
町
村
が
５
０
９
団
体
（
36
・
２
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

⑵
幼
稚
園
教
員
研
修
の
実
施
状
況

都
道
府
県
の
実
施
要
項
等
で
示
さ
れ
て

い
る
、
新
規
採
用
教
員
研
修
の
研
修
日
数

（
都
道
府
県
平
均
）
は
、
園
内
研
修
が
９
・

８
日
、
園
外
研
修
が
９
・
５
日
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
研
修
項
目
の
う
ち
園
内
研
修
で

最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
指
導
計
画
の
作

成
」、「
環
境
の
構
成
」、「
幼
児
理
解
」
で

あ
り
、園
外
研
修
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、

「
幼
児
理
解
」、「
障
が
い
の
あ
る
幼
児
の

理
解
」
で
あ
っ
た
。
幼
稚
園
教
員
の
合
同

研
修
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
道
府

県
（
指
定
都
市
を
含
む
）
実
施
の
研
修
で

は
、
公
立
幼
稚
園
教
員
・
私
立
幼
稚
園
教

員
・
保
育
所
保
育
士
の
合
同
研
修
が
39
団

体（
60
・
０
％
）と
最
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、

市
町
村
（
指
定
都
市
を
除
く
）
実
施
の
研

修
で
は
、
公
立
幼
稚
園
教
員
・
小
学
校
教

員
の
合
同
研
修
が
２
６
７
団
体
（
15
・
５

％
）
と
最
も
多
か
っ
た
。

⑶
幼
稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士
資
格
の
併

有
状
況

幼
稚
園
教
員
（
園
長
・
教
頭
・
教
諭
）

の
う
ち
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士
資

格
を
併
有
し
て
い
る
者
の
割
合
は
、
全
体

平
成
22
年
度
幼
児
教
育
実
態
調
査
の
結
果

で
74
・
０
％
で
あ
っ
た
。（
公
私
別
で
は
、

公
立
：
71
・
４
％
、
私
立
：
74
・
８
％
）

⑷
幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
所
及
び
小
学
校

と
の
連
携
状
況

保
育
所
や
小
学
校
の
子
ど
も
と
交
流

し
て
い
る
幼
稚
園
は
９
５
４
４
園
（
77
・

０
％
）
で
あ
っ
た
。
保
育
所
の
保
育
士

や
小
学
校
教
員
と
交
流
し
て
い
る
幼
稚

園
は
９
３
１
０
園
（
75
・
０
％
）
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
教
育
課
程
の
編
成
に
関

し
小
学
校
と
連
携
し
て
い
る
幼
稚
園
は

１
万
２
３
４
４
園（
90
・
９
％
）で
あ
っ
た
。

⑸
幼
稚
園
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業
の

実
施
状
況

子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
幼

稚
園
は
全
体
の
80
・
９
％
だ
っ
た
。（
公
立
：

79
・
４
％
、
私
立
：
81
・
８
％
）

⑹
幼
稚
園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
の
実
施

状
況預

か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
る
幼
稚

園
は
全
体
の
72
・
７
％
だ
っ
た
。（
公
立
：

50
・
１
％
、
私
立
：
87
・
０
％
）

⑺
幼
稚
園
の
教
育
時
間

幼
稚
園
の
平
均
教
育
時
間
は
５
時
間
31

分
、
平
均
昼
食
時
間
は
１
時
間
１
分
だ
っ

た
。 

（
幼
児
教
育
課
）

文
部
科
学
省
人
事
異
動

４
月
１
日
、
文
部
科
学
省
は
人
事
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。

高
等
教
育
局
私
学
部
関
係
で
は
、
小
山

竜
司
私
学
助
成
課
長
が
内
閣
参
事
官
に
就

任
さ
れ
、
後
任
に
は
、
森
田
正
信
氏
（
研

究
振
興
局
学
術
機
関
課
長
）
が
就
任
。
土

生
木
茂
雄
私
学
行
政
課
課
長
補
佐
が
放
送

大
学
学
園
事
務
局
参
事
役
に
就
任
さ
れ
、

後
任
に
は
、
河
本
雅
弘
氏
（
高
等
教
育
局

専
門
教
育
課
課
長
補
佐
）
が
就
任
。
小
山

大
輔
私
学
助
成
課
課
長
補
佐
が
鳥
取
大
学

財
務
部
長
に
就
任
さ
れ
、
後
任
に
は
、

真
下
宗
氏
（
文
化
庁
長
官
官
房
政
策
課

会
計
室
長
補
佐
）
が
就
任
。

幼
児
教
育
課
関
係
で
は
、
殿
崎
雅
弘

幼
児
教
育
課
課
長
補
佐
が
初
等
中
等
教

育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
専
門
官
に

就
任
さ
れ
、
後
任
に
は
、
安
彦
広
斉
氏

（
初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
課
長
補

佐
）
が
就
任
。
松
岡
晃
代
指
導
係
長
が

高
知
県
教
育
委
員
会
に
転
出
さ
れ
、
後

任
に
は
、
川
口
貴
大
氏
（
初
等
中
等
教

育
局
特
別
支
援
教
育
課
指
導
係
長
）
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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幼
稚
園
の
四
月
は
い
つ
も
よ
り
少
し
違

っ
た
顔
を
見
せ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼

児
が
、
親
の
援
け
な
く
自
分
な
り
の
流
儀

で
生
活
の
変
化
に
適
応
し
て
い
く
姿
は
、

時
に
感
動
的
で
も
あ
り
ま
す
。

入
園
数
日
後
、
三
歳
児
洋
君
が
廊
下
に

あ
る
古
い
オ
ル
ガ
ン
の
上
に
ち
ょ
こ
ん
と

座
り
続
け
て
い
ま
し
た
。
四
月
に
附
属
小

学
校
に
進
学
し
た
兄
と
一
緒
に
、
度
々
幼

稚
園
に
は
来
て
い
て
知
ら
な
い
場
所
で
は

無
か
っ
た
は
ず
で
す
が
。
紺
の
上
っ
張
り

で
す
っ
ぽ
り
と
身
を
包
み
頭
だ
け
出
し
た

姿
で
、
置
き
物
の
よ
う
に
身
動
き
も
し
ま

せ
ん
。
近
寄
っ
て
い
く
と
何
か
つ
ぶ
や
い

て
い
ま
す
。「
お
う
ち
に
か
え
り
た
い
よ
」

「
お
う
ち
に
か
え
り
た
い
よ
」。
泣
き
も
せ

ず
、
じ
っ
と
動
か
ず
、
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え

な
い
声
で
お
経
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
い

る
の
で
す
。
で
も
先
生
た
ち
は
少
し
も
慌

て
ま
せ
ん
。
通
り
が
か
り
に
声
を
か
け
て

も
決
し
て
無
理
に
降
ろ
そ
う
と
は
せ
ず
、

何
日
で
も
見
守
り
続
け
る
様
子
は
、
さ
す

が
プ
ロ
で
す
。
数
日
後
、
気
が
つ
く
と
彼

は
指
定
席
か
ら
移
動
し
て
い
ま
し
た
。
あ

の
ス
タ
イ
ル
は
変
り
ま
せ
ん
が
、
園
庭
の

傍
の
渡
り
廊
下
に
坐
っ
て
い
ま
す
。

私
は
担
任
と
洋
君
を
眺
め
な
が
ら
、「
少

し
動
い
た
ね
、
も
し
か
す
る
と
も
っ
と
動

く
か
も
し
れ
な
い
。
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
が
注
意
し
て
い
て
、
も
し
動
き
に

気
付
い
た
ら
、
そ
の
時
適
切
と
思
う
援
助

を
す
る
こ
と
が
大
事
か
も
」
な
ど
と
話
て

い
ま
し
た
。

数
日
後
担
任
の
報
告
を
受
け
ま
す
。
渡

り
廊
下
の
指
定
席
に
座
っ
て
い
た
洋
君
の

目
の
前
を
、
一
羽
の
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が

ふ
ら
ふ
ら
飛
ん
で
い
た
時
、
彼
は
突
然
立

ち
上
が
り
、
そ
の
チ
ョ
ウ
を
追
い
か
け
は

じ
め
ま
す
。
ハ
ッ
と
し
た
担
任
は
、
近
く

に
あ
っ
た
昆
虫
網
を
洋
君
に
渡
し
ま
す
。

彼
は
そ
れ
を
手
に
チ
ョ
ウ
を
追
い
か
け
捕

ま
え
ま
し
た
。
し
か
し
す
ぐ
に
チ
ョ
ウ
を

逃
が
し
て
や
り
、
自
由
に
な
っ
た
チ
ョ
ウ

を
ま
た
追
い
か
け
て
網
に
入
れ
、
ま
た
放

し
て
追
い
か
け
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
今
日
は
も
う
他

の
園
児
た
ち
と
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
チ
ョ
ウ
を
捕
え
て
は
放
す
こ

と
を
繰
り
返
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
、
と
て

も
興
味
を
感
じ
ま
し
た
。
授
業
で
も
引
用

す
る
橋
本
治
の
小
説
「
海
の
蝶
」
の
冒
頭

は
、
海
の
上
を
飛
ぶ
チ
ョ
ウ
の
姿
に
主
人

公
の
心
が
見
事
に
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ョ
ウ
の
姿
は
儚
く
、
ま
た
時
に
は
少
し

妖
し
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
日
本
画
の
題

材
に
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
西
洋
で
も
日

本
で
も
、
チ
ョ
ウ
は
昔
か
ら
人
の
「
こ
こ

ろ
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

て
い
る
の
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

洋
君
の
チ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
て
は
ま
た
放

す
と
い
う
行
為
は
、
ま
さ
に
捉
え
よ
う
の

な
か
っ
た
自
分
の
こ
こ
ろ
を
、
自
分
の
も

の
と
し
て
自
由
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。

担
任
か
ら
は
こ
の
後
も
、
洋
君
の
興
味

深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
時
々
報
告
さ
れ
、
そ

れ
を
話
し
合
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
彼
は
も
う
じ
っ
と
坐
り
続
け
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
初
の
頃
は
、
外
で

み
ん
な
と
遊
び
ま
わ
る
よ
り
、
部
屋
で
何

か
を
作
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。あ
る
日
彼
は
紙
で
飛
行
機
を
作
り
、

大
き
な
積
み
木
を
飛
行
場
に
見
立
て
て
、

「
ブ
ー
ン
」「
ヒ
ュ
ー
ン
」
な
ど
と
言
い
な

が
ら
飛
行
機
の
発
着
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
箱
庭
療
法
で
も
同
様
の
事
例

に
出
会
っ
て
い
ま
す
。
旅
立
ち
の
準
備
が

心
の
中
で
進
行
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

夏
が
近
く
な
り
、
園
庭
の
藤
棚
に
は
大

き
な
藤
の
豆
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
道
具
に
加
わ
り
ま
す
。
元
気
な

男
の
子
た
ち
の
中
に
は
、
藤
棚
の
上
に
登

る
子
も
い
ま
す
。
あ
る
日
、
洋
君
の
声
が

し
ま
し
た
。
藤
棚
の
上
か
ら
叫
ん
で
い
る

の
で
す
。「
ぼ
く
、先
生
よ
り
高
い
よ
ー
！
」

ニ
ワ
ト
リ
の
ひ
な
が
中
か
ら
殻
を
破
っ
て

生
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
、
あ
の
置
き
物
が

中
か
ら
は
じ
け
ま
す
。
昔
話
や
ヘ
ル
マ
ン

ヘ
ッ
セ
の
「
デ
ミ
ア
ン
」
の
一
節
と
も
重

な
る
、「
若
者
」
の
誕
生
で
し
た
。

こ
れ
は
洋
君
の
物
語
で
す
が
、
時
に
親

も
知
ら
な
い
こ
ん
な
一
人
ひ
と
り
の
物
語

に
寄
り
添
う
、
保
育
の
深
い
意
味
と
魅
力

を
思
い
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

13

四
月
の
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ

新潟大学名誉教授
間藤　侑
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去
る
３
月
11
日
、
東
北
・
関
東
地
方
を

襲
っ
た
巨
大
地
震
・
津
波
、
原
発
の
被
災

事
故
、二
重
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
と
お
見
舞

い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧

と
復
興
を
願
い
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

こ
と
か
ら
手
掛
け
て
く
だ
さ
れ
ば
と
い
う

思
い
で
す
。

さ
て
、
幼
保
一
体
化
は
古
く
か
ら
語
ら

れ
新
し
い
近
々
の
課
題
で
す
。
茨
城
県
私

立
幼
稚
園
連
合
会
内
で
も
少
子
化
と
保
育

所
指
向
と
園
児
数
の
減
少
に
よ
り
、
１
園

の
廃
園
と
２
園
の
休
園
と
い
う
厳
し
い
状

況
を
迎
え
て
い
ま
す
。
中
央
で
は
幼
保
一

体
化
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
さ
ま
ざ
ま
な

論
議
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
県

で
は
、
橋
本
昌
県
知
事
と
の
会
見
で
、

全
国
に
先
駆
け
預
か
り
保
育
実
施
実
績

1
0
0
％
の
経
緯
か
ら
、
国
に
先
駆
け
、

県
独
自
で
就
学
前
の
全
て
の
子
に
「
質
の

高
い
教
育
を
全
て
の
子
ら
に
」
を
基
本
に

一
体
化
に
向
け
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
振
興
委
員
長
が
中
心
と
な
り
、研
究
・

会
合
を
重
ね
昨
年
10
月
８
日
「
幼
保
一
体

化
へ
の
提
言
」
と
し
て
県
知
事
に
提
言
を

し
ま
し
た
。
柱
は
次
の
よ
う
に
集
約
さ
れ

ま
す
。

・
全
て
の
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

・
良
質
な
教
育
・
保
育
の
確
保

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

・
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
教
育
・
保
育
時
間
を
弾
力
的
に
設
定

・
利
用
者
負
担
の
標
準
化
を
図
る

・
家
庭
・
地
域
と
各
園
の
実
情
に
考
慮
し

た
弾
力
的
な
制
度

・
市
町
村
の
自
治
体
の
管
轄
で
な
く
、
で

き
れ
ば
県
の
管
轄
、
知
事
部
局
が
望
ま

し
い

・
私
学
の
独
自
性
の
確
保

・
実
施
可
能
な
園
か
ら
進
め
る

こ
れ
ら
を
基
に
、
全
日
私
幼
連
の
先
生

方
の
お
知
恵
を
い
た
だ
き
、
特
区
構
想
を

研
究
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

（
茨
城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
会
長
、
つ

く
ば
市
・
栄
幼
稚
園
／
橋
本
幸
雄
）

愛
媛
県
私
立
幼
稚
園
協
会
は
、
昭
和
40

年
12
月
24
日
に
認
可
設
立
許
可
し
て
お

り
、会
員
相
互
の
信
頼
と
協
調
に
よ
っ
て
、

教
職
員
の
資
質
の
向
上
及
び
幼
稚
園
教
育

の
充
実
強
化
を
図
り
、
心
身
と
も
に
健
康

な
幼
児
の
育
成
と
文
化
の
向
上
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
幼
児
教
育
推
進
の
た
め
、
東

予
・
中
予
・
南
予
の
支
部
を
設
立
し
、
各

支
部
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
実
践
の
充
実

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
本
協
会
は
、
93

園
の
私
立
幼
稚
園
の
代
表
者
に
よ
っ
て
構

成
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
５
つ

の
常
置
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
分

担
さ
れ
た
役
割
を
受
け
持
ち
協
会
全
体
の

運
営
を
検
討
す
る
と
と
も
に
愛
媛
県
・
市

町
村
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
幼
児
教
育

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
、公
益
法
人
制
度
改
革
、

組
織
再
編
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
公

益
法
人
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
移
行
の

可
能
性
に
つ
い
て
再
度
、
協
議
を
行
な

い
、
公
益
法
人
へ
の
移
行
を
見
送
る
こ
と

と
し
、
制
度
改
革
に
伴
う
協
会
の
寄
附
行

為
の
見
直
し
を
平
成
23
年
度
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
組
織
再
編
で
は
、

役
員
選
出
手
順
の
問
題
点
を
検
討
し
、
選

出
方
法
を
工
夫
し
た
上
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
協
会
の
将
来
を
見
据
え
た
組
織

再
編
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

政
府
の
「
幼
保
一
体
化
」
に
つ
い
て
の

議
論
が
迷
走
し
て
方
向
性
が
全
く
見
え
ま

せ
ん
が
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長

を
講
師
に
招
い
て
の
講
演
を
開
催
し
た

り
、
幼
保
一
体
化
の
愛
媛
県
案
『
子
ど
も

を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
制
度
の
構
築
』

を
全
日
私
幼
連
に
提
案
も
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
私
立
幼
稚
園
も
厳
し
い
状

況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
共
通

課
題
の
検
討
・
実
践
、
各
園
の
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
目
的
達
成
の
た
め
、
本
協
会

が
有
効
に
機
能
す
べ
く
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
愛
媛
県
私
立
幼
稚
園
協
会
総
務
委
員
長
、

新
居
浜
市
・
菊
本
幼
稚
園
／
神
野
年
夫
）

幼
保
一
体
化
に
む
け
て

協
会
の
あ
り
方
と
組
織
再
編

　
　

茨
城
県
か
ら
の
お
た
よ
り

茨城県メモ
面積：6,095.69ｋ㎡
県の花：バラ
県の木：ウメ
県の鳥：ヒバリ
県の魚：ヒラメ

　
　

愛
媛
県
か
ら
の
お
た
よ
り

愛媛県メモ
面積：5,677.95ｋ㎡
県の花：みかんの花
県の木：まつ
県の鳥：コマドリ 
県の獣：ニホンカワウソ
県の魚：マダイ
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東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
で
あ
る
す
べ

て
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

あ
の
日
（
３
月
11
日
）、
当
園
で
は
卒

園
す
る
子
ど
も
た
ち
と
の
「
お
別
れ
会
」

を
終
了
し
、
私
た
ち
教
師
は
し
ば
し
、
休

憩
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
自
分
の
体
調
の
せ
い
な
の
か
な
と
思

う
程
度
の
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
教
師
の

誰
か
が
地
震
だ
と
叫
び
ま
し
た
が
、
そ
の

時
に
は
揺
れ
は
す
で
に
収
ま
っ
て
い
ま
し

た
◆
そ
の
時
、
東
日
本
各
地
が
未
曾
有
の

大
地
震
と
大
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
た
と
は

露
だ
に
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
被
災
者
の

皆
さ
ん
が
直
面
し
た
苦
難
を
一
層
深
く
し

た
の
は
放
射
能
汚
染
と
風
評
被
害
で
し
た

◆
被
災
地
が
も
と
の
自
然
と
生
活
と
共
同

体
を
取
り
戻
す
の
に
ど
れ
ほ
ど
の
歳
月
と

費
用
を
要
す
る
の
か
。
史
上
初
の
災
厄
で

あ
る
故
に
想
像
す
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ

ん
◆
で
も
「
絶
望
の
極
み
に
残
る
の
は
、

た
だ
希
望
へ
の
道
だ
け
で
あ
る
」（
ブ
ロ
ッ

ホ
）
と
言
っ
た
人
が
い
ま
す
。
頑
張
れ
東

日
本
！　

私
た
ち
も
懸
命
に
支
え
ま
す
！

 

（
調
査
広
報
副
委
員
長
・
奈
良
誉
夫
）

平成23年度（第３回）　免許状更新講習の認定一覧

●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関する
事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

埼玉県
さいたま市

　幼稚園教育を対象とし、教職についての省
察ならびに子どもの変化についての理解、教
育政策の動向および学校内外における連携協
力についての理解に関して、今日求められて
いる幼稚園教育の課題を踏まえて、幼稚園教
員が果たすべき役割について考察する。

神長美津子（東京成徳大学教授）
岡健（大妻女子大学准教授）
髙橋かほる（聖徳大学准教授）
徳田克己（筑波大学大学院教授） 12時間 平成23年 6月 25日、

平成 23年 7月 2日 90人
平 23-
81340-
00386号

神奈川県
横浜市

　幼稚園教育の現場において、現代的社会の
変化と幼児の不変的発達の間で多様なニーズ
が求められています。その中で現場保育者と
して、幼児の発達をいろいろな側面から捉え
①子どもの発達と子育ての状況を理解し②保
育の環境及び保育者の適切な援助を考え③保
育者の資質向上を考えていきたいと思います。

大豆生田啓友（玉川大学教育学
部准教授）

12時間

平成23年 6月 27日、
平成23年 7月 11日、
平成 23年 9月 5日､
平成 23年 10月 3日、
平成23年 11月 7日、
平成 23年 12月 5日

30人
平 23-
81340-
00387号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

山形県
山形市

　本講習は、幼稚園教諭を対象とした講習で、
保育現場での様々な視点から「子どものみと
り」について、また、保育の実践から「保育
の振り返りと評価」について、理解を深める。

岡　健（大妻女子大学家政学部
児童学科 准教授） 6時間 平成 23年 6月 15日 30人

平 23-
81340-
53477号

埼玉県
さいたま市

　（１）園の保育や子どもの育ちを具体的に家
庭や地域に伝え、園と家庭の相互理解を図っ
ていくツールとしてのドキュメンテーション
とは何か、その役割や特性、効果や活動を考
える（２）失われつつある伝承遊びを保育に
取り入れ活用するには、どのように工夫すれ
ばよいか、また伝承遊びを通して、子どもた
ちにどのような育ちがあるかを考える。

上垣内伸子（十文字学園女子大
学教授）
寺﨑恵子（聖学院大学准教授）

6時間 平成 23年 6月 25日 90人
平 23-
81340-
53478号



2011.4／私幼時報― 24 ―

埼玉県
さいたま市

　①幼児期の健康を考える時、なぜこの時期
に運動すること（身体を使うこと）が重要視
されるのかを再認識し、あわせて安全のあり
方を学ぶ②幼い子どもたちの生活環境は、身
近な空間に多く存在する。そこで、身近な自
然環境や社会環境に着目し、今一度日常保育
への上手な活用の仕方を工夫してみる。

岩崎洋子（日本女子大学教授）
大澤力（東京家政大学教授）

6時間 平成 23年 7月 2日 90人
平 23-
81340-
53479号

埼玉県
さいたま市

　①指導計画を立てるに当たっては、幼児理
解が不可欠である。そこで、幼児の姿を読み
取る手段のひとつである保育記録をどのよう
に取り、どう活かしていくかを考える②幼児
期における描画表現の特性と、その発達過程
を知り、幼児の感性を育み、幼児が伸び伸び
と表現することができるようになるには、ど
うすればよいかを考える。

安見克夫（東京成徳短期大学教
授）
平田智久（十文字学園女子大学
教授）

6時間 平成 23年 7月 9日 90人
平 23-
81340-
53480号

神奈川県
横浜市

　本講習では、幼稚園教育の現場のニーズが
多様化している現状に対し、心理学的な観点
からのアプローチを試みます。この講習は、
幼稚園教諭が、心理学的な人間発達理論や、
カウンセリングマインドなどについて、専門
的な知識を習得することで、更なる資質の向
上が期待されるものとして企画されました。
その目的のために、①保護者との円滑な関係
の構築、②子どもが育つことへの総合的な支
援③幼稚園における特別支援などを中心に講
義等を行います。

久米真浩（洗足こども短期大学
幼児教育保育科非常勤講師）

6時間 平成 23年 8月 6日 60人
平 23-
81340-
53481号

神奈川県
川崎市

　①幼児期の発達特性（2・3・4・5歳児の育ち・
子ども同士の関係性の中での遊びと学び）、教
育課程の編成と指導計画（カリキュラムとプ
ランの違い、自園の教育課程の理解）②幼小
の接続期教育（連携の必要性を考える、子ど
もの学びや育ちの連続性を発信する）、指導計
画立案に於けるみとり・記録・環境の構成（記
録の取り方活かし方、情報の共有）

平山許江（文京学院大学人間学
科教授）

6時間 平成23年 5月 18日、
平成 23年 6月 15日 30人

平 23-
81340-
53483号

神奈川県
中郡

　本講習では、幼稚園における特別支援計画
　（専門機関・家庭との連携と保育計画 ) など
を中心に講習を行う。

久保山茂樹（独立行政法人国立
特別支援教育総合研究所企画部
主任研究員） 6時間 平成 23年 8月 25日 30人

平 23-
81340-
53484号

神奈川県
川崎市

　①園内研修の構築（園内研修のリード、保
育へのフィードバック）、保育者の協同（ティ
ーム保育）②保育者間の円滑な人間関係（教
師間の共感的理解、チームワークの在り方）、
子どもが育つことへの総合的な支援・保護者
との円滑な人間関係（親の気持ちの受け止め
と理解）③預かり保育（家庭、地域的保育）、
様々な専門家、専門機関との連携（地域社会
との交流の具体的な方法論）、実践研究の取り
組みとまとめ

平山許江（文京学院大学人間学
科教授）

6時間
平成23年 9月 14日、
平成23年10月19日、
平成 23年 11月 16日

30人
平 23-
81340-
53485号

長野県
長野市

　①幼稚園での保育の根幹に関わって「子ど
もが生き生き成長する教育課程」や「指導者
のあり方」②保育とは文化である」「文化とは
習慣である」を検証し、幼稚園における保育
のあり方を探る

柴崎正行（大妻女子大学児童学
科教授）
高松和子（飯田女子短期大学教
授） 6時間 平成 23年 6月 25日 40人

平 23-
81340-
53482号


